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要旨 

 宮古諸島の維管束植物相に関する最近の調査で、宮古諸島からの新記録種と新産地が幾つ

か確認されたので報告する。宮古諸島から新たに確認された種としては、イブスキイノモト

ソウ（イノモトソウ科）、カレンコウアミシダ（オシダ科）、リュウキュウコマツナギ（マ

メ科）、オキナワツゲ（ツゲ科）、ウスゲチョウジタデ（アカバナ科）、ゴバンノアシ（サ

ガリバナ科）、リュウキュウチシャノキ（ムラサキ科）、サツマイナモリ（アカバナ科）が

あげられる。宮古諸島から既に報告がある種で、今回の調査で新産地が確認された種として

は、サキシマエノキ（ニレ科）、ハテルマカズラ（シナノキ科）、ケミズキンバイ（アカバ

ナ科）、ミヤココケリンドウ（リンドウ科）、コニガクサ（シソ科）、ミヤコジマソウ（ゴ

マノハグサ科）、オオハンゲ（サトイモ科）がある。 

 

はじめに 

 宮古諸島の維管束植物相については、初島ら（1975）によるまとまった報告があり、592

種の野生種が記録されている。この数は、初島・天野（1994）によって集計されている沖縄

諸島の 1422種、八重山諸島の 1283種（横田、1998）と比べると、島の面積を考慮に入れて

も著しく少ない。種数の少なさは、宮古諸島の最高海抜は宮古島城辺のミルク嶺の 114.8メー

トルで、島全体が平坦で河川が発達しないことなどから、冷涼な環境や湿潤な環境を好む種

の多くが欠落していることが主な要因であると思われるが、調査不足もその一因である可能

性がある（横田、2011）。 

 2017年度に発行される予定の「宮古島市史（自然編）」作成のため、維管束植物相の基礎

的調査を行う過程で、維管束植物の宮古諸島新記録や新産地が幾つか見つかったので、その

一部を報告する。 

 

調査地および方法 

 宮古諸島（多良間島と水納島を含む）の島嶼を対象として、維管束植物相の調査を行い、
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可能な限り標本を採集した。証拠標本は琉球大学理学部の標本庫（略号ＲＹＵ）に保管され

ている。宮古島市の天然記念物に指定されている種については、宮古島市の許可を得て採集

を行った。引用する証拠標本については、採集地の島嶼名（宮古島については、旧市町村名）、

採集者（横田）の標本番号、採集年月日を示した。沖縄県版（池原ら、2006）および環境省

版レッドデータブック（環境省、2015）に絶滅の恐れのある種として記載されている場合は、

その旨記した。 

 

結果および考察 

（１）イブスキイノモトソウ Pteris × namegatae Kurata（イノモトソウ科）図１Ａ 

宮古島［平良（MY18145、30­III­2014）］、伊良部島（MY18431、14­VI­2014） 

 イブスキイノモトソウは、リュウキュウイノモトソウ P. ryukyuensis Tagawa とイノモトソ

ウ P. multifida Poir.の種間雑種と考えられているもので、鹿児島県と沖縄県から点々と報告が

ある。沖縄諸島からは沖縄島、伊江島、瀬底島で発見されているものの（島袋、1985）、こ

れまで宮古諸島からは記録されていなかった。今回の調査では、宮古島ではイブスキイノモ

トソウは、イノモトソウやリュウキュウイノモトソウと混生していたが、伊良部島ではリュ

ウキュウイノモトソウと混生するものの、イノモトソウは発見することができなかった。 

（２）カレンコウアミシダ Tectaria simonsii (Bedd.) Ching（オシダ科）図１Ｂ 

伊良部島（MY18741、20­X­2012） 

 鹿児島県の沖永良部島を北限として、沖縄県の伊平屋島、沖縄島、粟国島、南大東島、石

垣島、西表島から報告され、台湾、中国、インドシナ、タイ、インド、スリランカに分布し

ている（横田・豊見山、2006）。島袋（1997）には宮古島にも産するという記述があるが、

倉田･中池（1985）でも宮古諸島の記録はなく、証拠標本に基づいた宮古諸島からの記録はこ

れまでなかった。鹿児島県と沖縄県の自生地は、ほとんどが石灰岩地である。伊良部島では

２カ所で確認されたが、いずれも石灰岩地である。絶滅危惧Ⅱ類（沖縄県）。 

（３）サキシマエノキ Celtis biondii Pamp. var. insularis Hatusima ex Umemoto, Yokota et 

Kokubugata（ニレ科）図１Ｃ 

宮古島［平良（MY19231、16­II­2015）、城辺（MY19203、16­II­2015）、上野（MY18515、1­IV­2014）］、

伊良部島（MY19332、5­IV­2015） 

 本種は宮古島と伊良部島に産するコバノチョウセンエノキの変種で、永らく裸名のままで

あったが、最近（Umemoto et al., 2016）によって正式に記載された。宮古島（平良、上野）

と伊良部島の自生地は以前から知られており、平良は基準産地であるが、城辺は新産地であ

る。初島（1975）によると、ニューギニアとセレベスにも分布すると言うが、同じ変種であ
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るかどうかについては今後詳細な研究が必要である。絶滅危惧ⅠＢ類（沖縄県）、絶滅危惧

ⅠＡ類（環境省）。なお、基本種のコバノチョウセンエノキは、本州、四国、九州、朝鮮半

島、中国に分布する。 

（４）リュウキュウコマツナギ Indigofera zollingeriana Miq.（マメ科）図１Ｄ 

下地島（MY18933、16­VI­2014） 

 国内では八重山諸島の石垣島、西表島、小浜島に産し、台湾（蘭嶼）、フィリピン、南中

国、インドシナ、マレーシア、ニューカレドニアなどに分布することが知られているが、宮

古諸島からは記録されていなかった。下地島は分布域の北限で、１カ所のごく狭い範囲に生

育しているが、開花・結実する成熟個体が確認されている。本種は八重山諸島では草木染め

の材料として用いられることがある（小橋川、2004）。 

（５）オキナワツゲ Buxus liukiuensis (Makino) Makino（ツゲ科）図１Ｅ 

宮古島［上野（MY18745、25­X­2014）］ 

 本種は鹿児島県（沖永良部島）、沖縄県（沖縄島、屋嘉比島、渡名喜島、北大東島、南大

東島、石垣島、西表島、与那国島）に産し、台湾にも分布するが、宮古諸島からは知られて

いなかった。本種は時に植栽されることがあり、本来の自生であるかどうかは検討が必要で

あるが、宮古島では自然度の高い石灰岩地の林内や林縁に生育していたことから自生の可能

性が高いと思われる。絶滅危惧Ⅱ類（沖縄県）、絶滅危惧ⅠＢ類（環境省）。 

（６）ハテルマカズラ Triumfetta procumbens Forst. （シナノキ科）図１Ｆ 

多良間島（MY14855、22­X­2007）、水納島（MY16154、16­VIII­2009） 

 本種は沖縄島（慶伊島）を北限として、慶良間諸島、宮古島、石垣島、黒島、西表島、与

那国島、波照間島に産し、硫黄島、フィリピン、ポリネシア、ミクロネシア、メラネシア、

マレーシア、オーストラリア、セイシェル諸島などに広く分布している。多良間島（図１Ｆ）

と水納島からは初めての記録である。絶滅危惧Ⅱ類（沖縄県）。なお、植物体が無毛である

型は、変種ケナシハテルマカズラ（コンペイトウヅル）T. procumbens Forst. var. repens (Bl.) 

Hatusimaとして区別され、伊良部島と多良間島（図１Ｇ）に分布することが知られている。

今回の調査では、多良間島ではハテルマカズラとケナシハテルマカズラは共に生育が確認さ

れたが、生育地は異なり、混生はしていなかった。また伊良部島ではケナシハテルマカズラ

は今回は発見することができなかった。 

（７）ケミズキンバイ Ludwigia adscendens (L.) Hara（アカバナ科）図１Ｈ 

池間島（MY17715、17­XII­2013）、宮古島［平良（MY19482、29­VI­2015）、城辺（MY14244、

3­IX­2007）］ 

    国内では沖縄県（沖縄島、北大東島、南大東島、宮古島、来間島、石垣島）にのみ産し、
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熱帯アジアに広く分布している。池間島からは新記録である。宮古島では数カ所で確認され

たが、来間島では確認することができなかった。絶滅危惧Ⅱ類（沖縄県）。 

（８）ウスゲチョウジタデ Ludwigia epilobioides Maxim. ssp. greatrexii (Hara) Raven（アカバナ

科）図１Ｉ 

宮古島［平良（MY19962、12­X­2015）］ 

 本種は沖縄県では石垣島と西表島に産するが、宮古諸島からは記録されていなかった。宮

古島の１カ所の湿地にごくわずかに生育が確認された。本州、九州、奄美大島、与論島に分

布している。絶滅危惧Ⅱ類（沖縄県）、準絶滅危惧（環境省）。 

（９）ゴバンノアシ Barringtonia asiatica (L.) Kurz（サガリバナ科）図１Ｊ 

水納島（MY16109、16­VIII­2009） 

 本種は国内では八重山諸島（石垣島、西表島、波照間島）に稀に産し、熱帯アジアに広く

分布するが、宮古諸島からは記録されていなかった。沖縄諸島でも海岸に漂着した果実が発

芽している場合があるが、本種は冬期の寒さで枯死してしまい、沖縄諸島からは定着した個

体は確認されていない。水納島で確認された個体（図１Ｊ）は樹高１メートル程度の幼個体

であり、定着後数年間を経ているが、今後成熟個体になるかどうかについては引きつづき観

察を続ける必要がある。絶滅危惧ⅠＡ類（沖縄県）、絶滅危惧ⅠＡ類（環境省）。 

（10）ミヤココケリンドウ Gentiana takushii Yamazaki（リンドウ科）図１Ｋ 

宮古島［上野（MY15649、14­III­2008）、城辺（MY15627、12­III­2008）］、下地島（MY17692、

17­III­2013） 

 本種は屋久島、宝島、喜界島、徳之島、沖永良部島に分布するリュウキュウコケリンドウ

G. squarrosa Ledeb. var. liukiuensis Hatusimaに近縁であるが、花冠裂片の形の違いなどで区別

される。宮古島を基準産地として比較的最近（Yamazaki, 2000）記載された固有種で、宮古

島以外の産地は知られていなかった。宮古島では２カ所に産するに過ぎないが、今回下地島

の数カ所に産することが明らかになった。個体によって、花は２月頃から６月頃まで咲いて

いるようである。絶滅危惧ⅠＡ類（沖縄県）。なお、基本種のコケリンドウ G. squarrosa Ledeb. 

var. squarrosaは、本州、九州、朝鮮半島、台湾、インド、中国、シベリアの温帯に広く分布

している。 

（11）コニガクサ Teucrium viscidum Bl.（シソ科）図１Ｌ 

宮古島［平良（MY18809、14­VI­2014）］、多良間島（MY17980、8­VI­2013） 

 本州、四国、九州、琉球列島に点々と産し、台湾、中国、インド、インドシナ、マレーシ

アなどに広く分布しており、宮古諸島では伊良部島と来間島に産することは知られていた（初

島ら、1975）が、宮古島と多良間島からは標本にもとづく記録はなされていなかった。宮古
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諸島では数カ所に産するが、多良間島では１カ所でごく少数個体が確認されただけである。 

（12）リュウキュウチシャノキ Ehretia dichotoma Bl.（ムラサキ科）図１Ｍ 

宮古島［平良（MY17688、17­III­2013）］ 

 日本では八重山諸島（石垣島、西表島、波照間島、鳩間島、小浜島）のみから知られ、宮

古諸島からは初めての記録である。宮古島では１個体が見つかっただけであるが、開花・結

実する成熟個体である。台湾（蘭嶼）、フィリピン、マレーシア、オーストラリア北部に分

布し、宮古島は分布域の北限である。絶滅危惧ⅠＡ類（沖縄県）、絶滅危惧ⅠＡ類（環境省）。 

（13）ミヤコジマソウ Hemigraphis reptans (Forst.) T. Anders.（キツネノマゴ科）図１Ｎ 

宮古島［平良（MY19062、16­II­2015）、城辺（MY18935、16­VI­2014）］、大神島（MY16560、

22­X­2012） 

 本種は国内では宮古諸島にのみ産し、台湾（蘭嶼）、フィリピン、インドネシア、ニュー

ギニア、ポリネシアに分布する。宮古諸島では、宮古島と大神島（安谷屋ら、1982）に産す

ることが報告されており、宮古島市の指定植物になっている。今回の調査でも大神島に自生

することが確認された（図１Ｎ）。また宮古島からは城辺のみから知られていたが、今回新

たに平良の１カ所にもごくわずかに産することが確認された。宮古諸島は分布域の北限であ

る。絶滅危惧ⅠＡ類（沖縄県）、絶滅危惧ⅠＡ類（環境省）。 

（14）サツマイナモリ Ophiorrhiza japonica Bl.（アカネ科）図１Ｏ 

伊良部島（MY19050、15­II­2015） 

 本種はベトナムや中国南部から、台湾や琉球列島を経て、九州、四国、本州にまで分布す

る。沖縄県では、沖縄島、石垣島、西表島に産し、非石灰岩地にも石灰岩地にも生えるが、

湿度の高い環境を好むため、比較的個体数の多い沖縄島や西表島でも生育地は限られている。

伊良部島では石灰岩地の岩場にごくわずかに生育していた。本種の分子系統地理学的な研究

から、琉球列島では八重山諸島と沖縄諸島以北では遺伝子型が大きく異なることが報告され

ている（Nakamura et al., 2010）。沖縄諸島と八重山諸島の間に位置する宮古諸島の遺伝子型

がどのような特徴を持つのかについては、植物地理学上たいへん興味深く、今後の解明が期

待される。 

（15）オオハンゲ Pinellia tripartia (Bl.) Schott（サトイモ科）図１Ｐ 

宮古島［城辺（MY18502、1­IV­2014）］ 

 本種は本州、四国、九州に分布し、琉球列島の喜界島、奄美大島、徳之島、沖永良部島、

沖縄島、伊平屋島、伊良部島に産することが知られていたが、宮古島にも産することが判っ 

た。宮古島では城辺の２カ所で確認され、いずれも石灰岩地の常緑広葉樹林内の石灰岩の岩

の割れ目に生える。宮古諸島は分布域の南限である。絶滅危惧ⅠＢ類（沖縄県）。 
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図１．宮古諸島で新たに見つかった維管束植物．Ａ：イブスキイノモトソウ（宮古島）．Ｂ：

カレンコウアミシダ（伊良部島）．Ｃ：果実を着けたサキシマエノキ（伊良部島）．Ｄ：開

花中のリュウキュウコマツナギ（下地島）．Ｅ：花を着けたオキナワツゲ（宮古島上野）．

Ｆ：開花中のハテルマカズラ（多良間島）．Ｇ：開花中のケナシハテルマカズラ（多良間島）．

Ｈ：花を着けたケミズキンバイ（宮古島城辺）．Ｉ：開花中のウスゲチョウジタデ（宮古島

平良）．Ｊ：ゴバンノアシの幼個体（水納島）．Ｋ：開花中のミヤココケリンドウ（下地島）．

Ｌ：花を着けたコニガクサ（多良間島）．Ｍ：花と果実を着けたリュウキュウチシャノキ（宮

古島平良）．Ｎ：花を着けたミヤコジマソウ（大神島）．Ｏ：満開のサツマイナモリ（伊良

部島）．Ｐ：花を着けたオオハンゲ（宮古島城辺）． 
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おわりに 

 今回の調査でわずかではあるが宮古諸島の植物相に複数種を追加することができた。その

中には、これまで琉球列島では高島だけから知られていたリュウキュウコマツナギやサツマ

イナモリが含まれる。今後これらの種の系統地理学的な研究を進めれば、不明な点が多い宮

古諸島の成り立ちについて議論できる資料が得られるものと期待される。今回報告した種は、

いずれも自生地と個体数が少ないものであり、宮古諸島では絶滅する可能性が極めて高い種

と思われる。これらの種が絶滅することがないように、十分な保全対策を検討する必要があ

る。 
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宮古島市内の海軍砲台について 

 

久貝弥嗣、山口直美、菱木勇一、西里咲子、川満広紀、森谷大介 

 

はじめに 

 2015年は、1945年に太平洋戦争が終結してから70年の節目の年にあたる。この節目の年に

際して、県内では各地で戦争をテーマとしたシンポジウムや研究会が行われた。宮古島市にお

いても、第10回宮古島市民文化祭郷土史部門において「戦後70年と宮古～次世代の宮古を考

える～」と題したフォーラムが開催され、各世代や立場をとおしての戦後70年そして今後の展

望などについて意見交換が行われた。また、フォーラムに関連して宮古島市内の戦争遺跡の巡

検も行われ、親子やグループでの多数の参加があった。 

戦争遺跡の調査としても、沖縄県立埋蔵文化財センターが、2010～2014年度にかけて戦争遺

跡詳細確認調査を行い、2015年3月に『沖縄県の戦争遺跡-平成22～26年度戦争遺跡詳細確認

調査報告書-』を発刊した。この報告書の中では、県内の戦争遺跡が1,076カ所に及ぶことを確

認するとともに、145 の戦争遺跡について詳細な調査報告が行われている。沖縄県では、これ

らの調査成果を踏まえ、2015年度より戦争遺跡の文化財指定作業を着手するとしている。宮古

島市においてもこの確認調査によって、10の戦争遺跡の詳細調査がおこなわれ、西更竹司令部

壕が新聞報道されるなど、非常に注目をあびた（注1）。このような戦争遺跡への調査研究がすす

められるとともに、戦争遺跡の巡検なども活発に行われており、戦争遺跡への関心の高まりを

感じ取ることができる。 

近年の宮古島市の状況としては、長南陣地壕群や、村越陣地壕群、イリノソコ陣地壕群にみ

られるように圃場整備工事で新規に発見される壕が増えてきている。また、アジア歴史資料セ

ンターのインターネット検索を通して、数多くの戦史資料を確認することができるようになっ

たのも、戦争遺跡の調査を行う上での大きな環境の変化の一つといえる。 

これらの状況を踏まえ、宮古島市教育委員会では 2015 年度に一括交付金事業 neo 宮古島歴

史文化ロード『綾道』の戦争遺跡編の刊行にとりかかっている。この事業の実施に際して宮古

島市教育委員会では、これまで報告されている市内の戦争遺跡の確認調査などを行うとともに、

体験談を再整理し、聞き取り調査などを実施してきた。その結果、いくつもの壕の新発見があ

ったことは大きな調査成果といえる(注2)。 

この調査を通して確認された戦争遺跡の一つに与那浜崎に設置された砲台がある。本砲台は、

これまでの報告書の中でも紹介されていることはあるものの、その詳細が不明なものであった。

報告者らは、本砲台に関する簡易的な平面図を作成するとともに写真などの記録作業を実施し
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た。本論では、この与那浜崎の砲台に関する調査報告を行うとともに、その他の5つの海軍砲

台についても再整理を行い、海軍砲台に関する歴史的背景について整理するとともに、砲台の

形態の比較などを行っていきたい。 

 

１．海軍砲台の概要 

(1)海軍砲台とは 

砲台とは、大砲などの火器を設置するための台座である。沖縄戦時、宮古島市内には六つの

砲台が設置され、いずれも海軍に由来するものであったことから、海軍砲台と総称されている。

宮古島市内には、これらの砲台とは別に、陸軍の山砲や榴弾砲を設置した壕として来間の山砲

陣地壕や、牧山陣地壕などが確認されている。これらの壕は、いずれも石灰岩を掘りこんで構

築するのみであるのに対し、海軍砲台は、砲台設置部分をコンクリートで構築しており非常に

強固なつくりになっている。 

海軍砲台は、当時の平良町、下地村方面に上陸を企図する敵艦戦を撃破する目的をもって配

備されたとある(瀬名波編1975)。本論では、この6つの砲台の名称について、それぞれの地域

や地形などに由来して暫定的に「平良砲台」、「海軍飛行場の砲台」、「友利砲台」、「与那浜崎の

砲台」、「パナタガー嶺の砲台」、「平瀬御神崎の砲台」と称して報告を行いたい。 

第1図 海軍砲台の位置図(瀬名波1975年「宮古島地区防御配備図」に加筆) 
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第2図 海軍313設営隊編成表 
(大下氏手記より) 

現在では、平良砲台と海軍飛行場の砲台は、その砲台跡の痕跡が残されていない。平良砲台

については、戦争体験談などから現在のカママ嶺公園の位置する高台に掩体式の砲台が設置さ

れたとされるが、海軍飛行場の砲台についてはその場所の詳細を示す手がかりがえられていな

い。友利砲台は、旧城辺町教育委員会によってその砲台跡が確認された砲台である。2005年に

沖縄県立埋蔵文化財センターによって測量調査などが行われ、2 基の砲台跡や弾薬庫、関連す

る壕を含めた「東保茶根の戦争遺跡群」という遺跡名で報告されている。パナタガー嶺の砲台

は、従来「ピンフ嶺野戦重火器砲壕」として報告されている砲台である(沖縄県立埋蔵文化財セ

ンター2005、2015)。本砲台については、砲台の位置する嶺の名称が、パナタガー嶺であること

が指摘されていたことも踏まえ、「パナタガー嶺の野戦重火器砲壕」とその名称の修正が行われ

ている（宮古島市教育委員会2007年）。与那浜崎の砲台については、体験談などからおおよそ

の場所が想定されていたものの、その詳細が未報告の砲台であった。今回、周辺の聞き取り調

査なども踏まえ、その詳細な位置と形態を確認することができた。その一方で、平瀬御神崎の

砲台については、その詳細や設置場所が明らかにされていない砲台である。 

(2)海軍313設営隊 

海軍砲台の構築に際しては周辺の部隊や住民も動員されているが、砲台構築の主要部隊は、

海軍313設営隊である。砲台構築に関する詳細については、各砲台ごとに後述し、まずその主

要部隊である海軍313設営隊について整理していきたい。 

海軍313設営隊に関する戦史資料は、簡易的な部隊遍歴

が確認されるのみである(ref.C12122494800)が、この部隊

の第2中隊第1小隊長の大下繁樹氏の手記『海軍313設営

隊戦記と思い出』(以下、大下氏手記と称す)から同隊の宮

古島での動向を読み取ることができる。この手記によれば、

海軍第313設営隊は、昭和19年7月1日に広島県呉で編成

され、8月31日に呉を出帆し、9月14日に宮古島に上陸し

ている。海軍313設営隊は、吉丸藤吉技術少佐を部隊長に、

大きく 6 つの中隊クラスで編成され、総勢 650 名(注3)から

なる部隊である。宮古島上陸後、海軍313設営隊の本部(注

4)は、現在の熱帯植物園から青少年の家の敷地内に壕の構

築を行っている。この本部の壕群については、「海軍 313

設営隊地下壕群」としてその壕跡が確認されており(沖縄県

立埋蔵文化財センター2005、2015)、その数は30基以上か

なる宮古島市内最大規模の壕群である。本部以外としては、



- 132 - 
 

第2中隊第1小隊はパナタガー嶺の砲台と平良砲台の構築へ、第2中隊第2小隊は城辺砲台の

構築へ、第3中隊第1小隊は海軍飛行場へと配備されている。第2中隊第1小隊は、パナタガ

ー嶺の砲台の完成後、狩俣にある特攻艇秘匿壕の構築にあたっている。この特攻艇秘匿壕は、

現在の海中公園に隣接するヌーザンミという嶺に構築されており、「海軍特攻艇格納秘匿壕」

という名称で、戦争遺跡としては宮古島市内では唯一の指定をうけた文化財である(注5)。 

大下氏手記によれば、海軍 313 設営隊は、海軍施設部のおかれた呉で編成されたことから、

宮古島へむけての資材の調達には恵まれた環境にあったようである。4 隻もの船にダイナマイ

ト、木材、セメント、コンプレッサーなどを積載して宮古島へむけて出帆しており、陸軍の飛

行場設営に際してはダイナマイト5トンを陸軍からの要請により提供していることなどから、

他の部隊に比して資材を豊富に有する部隊であったことがよみとれる。このような豊富な資材

が背景にあったことから、短期間での各砲台や秘匿壕の構築が可能であったと考えられる。な

お、大下氏手記の中にある城辺砲台については、その手記の中での砲台の位置を示した図から

友利砲台に比定されるものと推察される。その一方で、与那浜崎の砲台と平瀬御神崎の砲台に

ついてはその記述が見てとれることができない。平瀬御神崎の砲台については不明であるが、

与那浜崎の砲台については、友利砲台と同じ城辺地区に位置している状況や、体験談・聞き取

り調査の成果などから友利砲台の構築にあたった第2中隊第2小隊によって構築されたものと

考えられる(注6)。 

(3)大砲 

次に各砲台に据え付けられた大砲についてみていきたい。各砲台に設置されたとされる大砲

の種類を記した資料としては、『先島群島作戦(宮古篇)』、山砲兵第 28 連隊戦史資料

(ref.C11110237800)、大下氏手記の3つがあり、それぞれに記されている各砲台の大砲を整理

したのが表1である。これによると、平良砲台、海軍飛行場の砲台、友利砲台については、若

干の違いが見られるものの概ね設置された大砲の規模や数をとらえることができる。その一方

で、パナタガー嶺の砲台と与那浜崎の砲台についてはその種類も数にも大きな違いがみられる。

これらの大砲については型式が不明であり、その詳細は不明である。また、大下手記のみ、大

砲の単位の異なる非常に大型の大砲が設置されたとあり、その他の資料も含めて検討を要する。

なお、那覇市当間海軍砲台には、現在でも大砲が唯一残る海軍砲台であり、重巡洋艦の主砲を

転用したと思われる口径20㎝砲が据え付けられている。 

海軍砲台は、山砲兵第28連隊の指揮下にあり、各砲台に兵曹長以下25名からなる隊が充て

られ、海軍砲台を扱う部隊として5隊(注7）が編成されている(ref.C11110237900)。しかし、こ

れらの隊に関する詳細については資料を確認することができず、友利砲台についてのみ体験談

や聞き取り調査によってその利用部隊をしることができるのみである(注6)。 
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表1 各砲台に設置された大砲の種類と数 

写真1 パナタガー嶺の砲台(砲台設置部分) 

 

 

２．各砲台の概要 

(1)パナタガー嶺の砲台 

パナタガー嶺の砲台は、福山集落東の丘陵

地であるパナタガー嶺(標高約 95ｍ)の中腹

部に位置する砲台である。パナタガー嶺の頂

上部付近は琉球石灰岩で形成されるものの、

嶺の下部においては、島尻層との不整合面

も露頭している。この不整合面からは、水

が湧き出ており、コンクリート製の舛に水

をためている。また、その脇には、小規模

な池も形成されている。パナタガー嶺の砲

台の構築には、韓半島から強制連行されて

きた軍夫や近隣の福山集落在住の少年隊も駆り出されている。軍夫達は朝夕に「アリラン」を

歌っていたことからこの湧水地をアリランガーと称している。 

本壕は、琉球石灰岩を掘り込んで構築されている。壕口から砲門設置部分までは、約30ｍ北

へ直進した後、北北東に方向を変え約19ｍ進む。すると砲門の設置のために壁面や天井部分が

コンクリート造りになる。通路部分は、幅が3.1ｍ、高さが2.7ｍほどと砲台をいれるために大

きなつくりとなっており、床面も丁寧に整地されている。この通路部分の途中には、左右に奥

行2～3ｍ程の小部屋が4つ設けられている。その内の3つの小部屋は、通路部分よりやや地下

に下がるかたちで構築されている。コンクリート造りの部分は、ドーム型の形状をなしている。

コンクリート部分は、戦後鉄筋がぬかれたために壁面が破壊を受け、床には、コンクリート片
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写真3 友利砲台(東砲台)の弾薬庫 写真2 友利砲台(東砲台)の近景 

が散乱した状態にある。コンクリートの壁面や天井部分には、構築時の板材の痕跡が明瞭にの

こされ、当時の構築の様相をうかがい知ることができる。壁面の板材の幅は、0.25 ㎝である。

天井部分には、0.3ｍ×0.3ｍの方形型と直径 0.3ｍの円形の空気坑が丘陵の上まで突き抜ける

形で2箇所設けられており、途中までは、壁面をコンクリートで固めている。砲台は、東側、

つまり白川浜を向いて設置されている。砲台が設置されていた場所の北側には、コンクリート

造りの17段の階段が設けられ、着弾地等を確認するための窓へと通じている。 

砲門は、白川浜の方向をむいている。これは、米軍の上陸予想地とされていた佐川根湾方面

からの侵攻に備えるものである。本壕は、これらの当時の戦闘指導要領を伺いしる上で重要な

砲台跡であるといえる。このような歴史背景や、良好な保存状態の点から宮古島市内の平和学

習で訪れる機会も多い遺跡である。 

(2)友利砲台 

友利砲台は、大きく東の砲台部分と、西の砲台部分、そして3つの壕で構成されている。西

の砲台については、構築途中で終戦をむかえたとされる。 

東の砲台の構築にあたっては、海軍313設営隊の他にも城辺青年団や周辺住民も砲台の構築

をおこなっていたことが、体験談や聞き取り調査から確認されている。現在の城辺中学校の一

帯には、青年会場があり、そこには海軍の本部がおかれ、城辺青年団も寝泊りしながら友利砲

台の構築にとりかかったようである。この海軍の本部については、海軍313設営隊の第2中隊

第２小隊をさすものと推察される。また、仲原の公民館やアブチャー(通称・仲原洞穴)には、

この砲台の資材が置かれていたとの体験談や聞き取り調査も確認できる。 

友利砲台の利用については、宮古島海軍警備隊の江口隊(隊長・江口善太郎兵曹長)が指揮し

ていたようである。江口隊長は、仲原公民館近くに宿泊していたことが体験談や聞き取り調査

から確認されており、5月4日の英太平洋艦隊による艦砲射撃に際しての友利砲台の指揮の状

況なども確認できる(注8)。 
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次に砲台の形態などについてみていきたい。東の砲台部分は、弾薬庫と砲台部分が交通壕で

つながれている。弾薬庫は、岩盤を掘りこみ、内部をコンクリート造りで補強している。入り

口部分の幅が約0.9ｍ、高さ約1.7ｍで、西側を向く。入り口部分には、本来扉のようなものが

設置されていたと考えられる金属の突起部が複数確認できる。内部は、両辺の長さの異なる長

方形を呈し、長い方は約7.4ｍ、短い方は約6.0ｍをなし、両辺に幅約0.15ｍ、深さ約0.05ｍ

の溝を有している。入口の対辺は約1.9ｍをなす。内部の断面形はドーム型をなし、高さは1.9

ｍである。この弾薬庫から砲台へむけては岩盤を掘りこんで交通壕が構築されている。弾薬庫

前も最大高で約5ｍ近い岩盤を掘りこんで広い空間をつくっている。この手前部分には、2つの

石積みが確認できる。いずれも高さが約 1ｍ未満であるが、石灰岩礫とともに、麻袋に入れら

れていたようなコンクリート片も数多くみられる。 

交通壕の砲台近くには、掘りこんだ岩盤の幅2ｍを端渡すように約30㎝の幅でアーチ型つく

りのコンクリート施設が構築されている。弾薬庫側の口は頭大ほどの石灰岩の石積みでふさが

れた状態にある。コンクリートでアーチを作るなどの技術を用いられていることから何らかの

機能を有していたと考えられるが、その用途については現在のところ判然としない。 

 砲台は、終戦後に破壊されたと思われ、現在では大部分が瓦礫に埋まった状態にある。しか

し、コンクリート造りのドーム型施設の天井部分や入り口部分などを部分的に確認することが

でき、砲口は、西南西を向く。岩盤を掘りこんだ後にコンクリートで施設を構築している。コ

ンクリート造りの施設の幅は分からないものの、奥行は約7.0ｍと推察され、内側の幅は約3.8

ｍ前後と推察される。コンクリートの幅は約0.5～0.6ｍと非常に厚く強固なつくりであったこ

とがうかがい知れる。現在は、ほぼすべてが瓦礫に埋まった状態にあり、交通壕との連結が判

然としない。しかしながら、砲台の両端の岩盤にはコンクリートの付着が見られることなどか

ら、砲台の北西側に交通壕から砲台への入り口が設けられた可能性もある。今後の発掘調査で

その形態を明らかにすることが望まれる。 

砲台の西側30ｍの場所に、コンクリート造りの貯水池が確認でき、東の砲台に関連する施設

と考えられる。貯水池は、長さ4.2ｍ×2.2ｍの長方形をなし、中の両端1.2ｍは約0.7ｍの深

度であるが、中心部は約 2.0ｍ以上の深度を有している。現在は腐葉土がヘドロ状に堆積して

いる。 

(3)与那浜崎の砲台 

 与那浜崎の砲台は、長間底海岸を望む標高80ｍの与那浜の突端部(与那浜崎)に位置する砲台

である。城辺の北海岸をまわる県道83号線沿いからユーヌヌス御嶽へ向かうように農道へ入る

と、現在はサトウキビ畑が広がっている。サトウキビ畑から北側部分は海岸へむけての急崖を

なしており、砲台はこの急崖部分の石灰岩を掘りこんで構築されている。そのため、砲台直上
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は、現在のサトウキビ畑として利用されていることとなる。 

与那浜崎の砲台の構築にあたっては、海軍313設営が中心となり、山砲兵や住民もかかわっ

ていることが確認される。山砲兵第28連隊の第7中隊神田文男の体験談『遥かなる宮古島』に

よると、第7中隊の一部は比嘉の集落に幕舎を設け、与那浜崎の砲兵陣地構築にとりかかった

とある。また、体験談などから、比嘉や西城の住民も砲台の建築にかりだされたことが記され

ている。 

砲台構築後に、具体的にどの部隊が砲台を管理・使用したのかは資料が非常に少ない状況で

ある(注6)。しかし、山砲兵第28連隊の戦史資料(ref.c11110237800)によると「與那浜砲台十二

榴二門」とあることから、与那浜崎の砲台には12糎榴弾砲が2門設置されたことになる。体験

談によると何十発か実際に撃っていたようである。 

現在、砲台へ出入りを行っているサトウキビ畑からの急崖部分にあく壕口は、本来の砲口で

あったと考えられる。砲口部分も含め、砲台は全体的にコンクリート造りの強固なものとなっ

ている。砲口は、ほぼ真西をむいており、前面には長間底海岸を望む。砲口の大部分は、多量

の土砂が流れ込んでおり、その全体像を確認することができないが、砲口部分の幅は現況とし

ておおよそ5ｍ前後で奥行は6～6.5ｍにも及ぶ。土砂の堆積が厚いため詳細な高さを計測する

ことはできないが、天井までの高さは、2ｍ以上に及ぶことは想定される。砲口部分から約6.5

ｍ東進すると南東側に壕が折れ曲がりコンクリートのアーチ型の作りとなる。約4.3ｍ進むと

もう一つの壕口にいたり、本来の出入り口がこの壕口から行われたものと考えられる。この南

東側に折れ曲がったアーチ型の壕内には、左右に1つずつ小部屋へむかう出入り口が設けられ

ている。北東側の小部屋はコンクリートづくりで、五角形の形態をなし、天井部分もアーチ型

をなし最大高は約3ｍほどと非常に高い作りとなっている。小部屋の出入り口は幅約1ｍで、高

さは約1.6ｍあるが土砂の流入が及んでいる。内部には戦後のビン類の破片が多く散乱し、壁

には落書きもみられる。この小部屋については弾薬庫としての機能も想定される。一方、南西

部分の小部屋は入り口部分こそコンクリート造りとなっているが、通路部分は石灰岩が露頭し

た状態にあり、崩落の危険性も高い場所である。通路の壁面の一部には石が積まれている状況

もみてとれる。この通路は、緩やかに湾曲し、コンクリート造りの観測用の窓へといたる。観

測用の窓へいたる手前（南側）には、幅約1.7ｍ、奥行約1.2ｍの掘り込みが設けられている。

観測用の窓の設けられた部屋は、現在石灰岩が詰まった状態にあり、天井までの高さが1.1ｍ

と非常に狭く感じるものの幅は約1.1ｍである。観測用の窓が砲口とほぼ同じ真西を向いて設

けられている。 

『先島群島作戦（宮古篇）』によると長間底海岸は、上陸が予想されていない。しかし、長

間底海岸の北側の突端部分にも増原高射砲陣地がもうけられており、与那浜崎の砲台と同様に 
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長間底海岸一帯からの上陸に備えて設けられたことがみてとれる。また、ここで報告を行った

与那浜崎の砲台の東へ約20ｍ進むと、コンクリート造りの窓が1基確認された。窓への入り口

は現在のサトウキビ畑の中にあると想定され、現在はその壕口を確認することができず、内部

へ入ることはできない。今後は、同施設の砲台との関連性についても調査を進めていくことが

必要である。 

 

３．まとめと今後の課題 

 現在確認できる海軍砲台3基の概要について整理を行ってきた。3つの砲台の内、パナタガ

ー嶺と、与那浜崎の砲弾は、石灰岩を掘りこんで壕内に大砲を設置する掩体式の砲台といえる。

その一方で、友利砲台は、石灰岩を掘りこんで構築するが、大砲を格納するまでの石灰岩の丘

陵を有していないことから、掩体式ではなく、天井部分を偽装するなどの方法を用いていると

いう点で前2者の砲台とは違いがみられる。平良砲台についても、友利砲台と同様の形態を呈

していたことが体験談などから読み取れ、これらの違いは立地上に起因するものと考えられる。

しかし、現在確認できる3つの砲台は、砲台を設置する台座周辺を鉄筋コンクリート造りの非

常に強固なつくりをなしている点で共通しており、友利砲台の東砲台の状況を見る限り、コン

クリートの厚さは約60㎝近くにも及んでいる。これだけの強固な構造物は、宮古島市において

海軍砲台の他に、中飛行場戦闘指揮所などに限られており、海軍砲台の有する戦略上の意味は

非常に高かったものと考えられる。さらに、鉄筋コンクリート造りの形態は、3 基ともドーム

形をなしており、非常に精巧なつくりをなしている。これらの共通点は、3つの砲台を海軍313

設営隊という同一部隊の構築した大きな要素として捉えることができる。 

今回の報告を行った砲台の中で、その場所や詳細が全く確認されていない砲台が平瀬御神崎

の砲台である。本砲台については、『先島群島作戦(宮古篇)』や、宮古島市総合博物館収蔵の沖

縄戦時に米軍が作成した地図上にもその位置がマークされていることからも、砲台としての認

識されていたことは確かであるといえる。しかしながら、山砲第28連隊の戦史資料や、大下氏

手記にもその記載が全くみられず、体験談からも本砲台に関する情報は得られていない。今後、

本砲台に関する確認調査をさらに進めていく必要性がある。 

 

謝辞 

与那浜崎の砲台の各部屋の機能などについては、沖縄県立埋蔵文化財センターの山本正昭氏か

らご教示いただくとともに、友利砲台の場所の特定には、立津義康氏らの多大なご協力のもと

に確認を行うことができました。末尾となりますが、記して感謝申し上げます。 

 

 



- 140 - 
 

【注釈】 

注1 西更竹陣地壕については、琉球新報2015年6月8日、宮古新報2015年6月9日、宮古毎日新聞6月9日

付の朝刊で新聞報道されている。 

注2 埋文センター2005年以降に新規に発見された戦争遺跡として砂陣地壕、サズガーガー陣地壕、長南陣地 

壕、福嶺陣地壕、村越陣地壕、西更竹司令部壕、伊良部陣地壕、自衛隊基地内の壕、宮原増原高射砲壕、山田

陣地壕、長南陣地壕Ⅱ、ウズラ嶺陣地壕、宮原地下壕群(追加)、タキグスバル地下壕群(追加)の概要報告を、

2015年10月29日の2015年度第2回沖縄県地域史協議会研修会にて報告した。 

注3 『海軍313設営隊戦記と思い出』の本文第1章の中には650名とあるが、巻末の「海軍313設営隊(宮古 

島)戦記を記するにあたり」の中ででは550名とある。 

注4 海軍313設営隊の本部には、部隊長、副長、軍医長、主計長、伊藤小隊長(第3中隊第2小隊)、第1中隊 

が駐屯している。また、本部の近くには機銃隊の対空機銃陣地がもうけられたとされる(参考：大下)。 

注5 2004年4月15日に、旧平良市の史跡に指定されている。 

注6 宮古島市史編さん室収蔵の霧生藤吉郎氏提供資料によれば、与那浜崎の砲台の構築は、海軍313設営隊第 

 2中隊第2小隊が行ったとされ与那浜崎の砲台には海軍警備隊の長野隊が、友利砲台には、江口隊があったと

されている。 

注7 5隊とされているのは、山砲兵第28連隊の戦史資料においては、平瀬御神崎の砲台に関する記載が見られ

ないことから、この平瀬御神崎の砲台を除く5つの砲台について述べられているからである。 

注8 宮古毎日新聞2015年10月29日中野隆作氏投稿「戦争を再びしてはならない」によると、5月4日の艦砲

射撃に際して、友利砲台は艦隊に非常に近い位置にあったものの、砲台からの発砲はされなかったとある。 

【参考文献】 

・大下繁樹『海軍第三一三設営隊戦記と思いで』  ※発行年不明 

・沖縄県立埋蔵文化財センター 2005年 『沖縄県戦争遺跡詳細分布調査(Ⅴ)-宮古諸島編-』 

・沖縄県立埋蔵文化財センター 2015年 『沖縄県の戦争遺跡-平成22～26年度戦争遺跡詳細確認調査報告書-』 

・神田文男『遥かなる宮古島』 ※発行年不明 

・瀬名波栄編 1975年 『先島群島作戦（宮古編）』 

・宮古島市教育委員会 2007年 「宮古島市が誇る宝〈文化財〉の散策マップ」 

・佐山二郎 2012年 『日本陸軍の火砲 野戦重砲騎砲他』 潮書房光人社 

・ref.C11110237800 戦史資料 山砲兵第28聯隊 

・ref.C11110237900 戦史資料 山砲兵第28聯隊(宮古島) 

・ref.C12122494800 15.沖縄方面部隊 

※ref.は、アジア歴史資料センターのレファレンス資料番号を示す。 
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を
結
集
し
て
「
全
協 

宮
古
土
建
労
働
組

合
」
も
結
成
し
て
い
る
。
機
関
紙
『
宮
古
労
農
新
聞
』（
週
刊
）
を
創
刊

し
た
が
、
よ
り
広
く
一
般
市
民
に
影
響
を
広
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
十

号
で
停
刊
し
、
新
た
に
『
宮
古
大
衆
新
報
』（
週
刊
）
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
る
。
戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
宮
古
で
初
め
て
の
「
メ
ー
デ
ー
」
も
企

画
し
、「
労
働
歌
」
を
刷
り
物
に
し
て
配
り
、
平
良
の
ま
ち
を
デ
モ
行
進

も
し
た
と
い
う
。 

 

体
験
の
聞
き
取
り
の
う
ち
、
戦
前
期
に
つ
い
て
は
、
先
に
「
治
安
維

持
法
下
の
戦
前
・
戦
中
を
生
き
る
」
の
表
題
で
、
そ
の
生
い
た
ち
か
ら
、

台
湾
で
敗
戦
を
迎
え
て
帰
郷
す
る
ま
で
を
次
の
よ
う
に
時
系
列
で
紹
介

し
て
い
る
。 

 

一
、
独
立
を
め
ざ
し
て
、
１
・
生
い
立
ち
、
２
・
﨑
戸
炭
坑
か

ら
逃
亡
、
３
・
タ
コ
部
屋
を
渡
り
歩
く
、
４
・
兵
役
を
終
え
薬
の

行
商 

 
二
、
社
会
主
義
に
め
ざ
め
る
、
１
・
東
京
職
業
補
導
所
に
入
る
、

２
・
争
議
応
援
で
罰
金
五
十
円
、
３
・
獄
中
で
「
日
本
共
産
党
万

歳
！
」
叫
ぶ
、
４
・
瀬
長
亀
次
郎
と
の
出
会
い
、
５
・
無
一
文
で

出
獄 
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三
、
戦
中
の
生
活
、
１
・
町
の
造
林
人
夫
に
な
る
、
２
・
敗
戦

で
特
高
か
ら
解
放 

 

あ
と
が
き 

（
沖
縄
県
歴
史
教
育
者
協
議
会
（
歴
教
協
）
宮
古

支
部
『
密
牙
古
』
六
号
、
一
九
七
三
年
） 

  

本
来
な
ら
ば
伊
志
嶺
朝
茂
氏
の
ご
存
命
中
に
整
理
し
、
ご
批
判
を
仰

ぐ
べ
き
で
し
た
が
、
思
い
が
け
ず
職
場
が
替
わ
っ
て
、
公
私
と
も
に
超

夛
忙
の
日
々
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
氏
の
ご
他
界
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
そ
の
機
（
気
）
を
失
っ
て
し
ま
い
、
か
な
り
の
間
を

お
い
て
し
ま
っ
た
。
あ
げ
て
聴
取
者
の
不
徳
の
至
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、

忸
怩
た
る
日
々
を
長
く
か
こ
っ
て
い
た
の
も
偽
ら
ざ
る
心
境
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
本
稿
は
戦
前
期
に
つ
づ
く
戦
後
編
で
あ
る
。
一
時
期
同
時
代

を
共
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
え
て
時
系
列
に
は
せ
ず
、
戦
後

宮
古
の
重
要
事
項
に
関
連
資
料
を
添
え
、
さ
ら
に
必
要
箇
所
に
は
説
明

を
付
し
て
便
宜
を
図
っ
た
。
項
目
と
し
て
は
一
応
次
の
よ
う
に
設
定
し

た
。 

 

一
、 

郡
民
大
会
で
「
労
働
者
団
結
せ
よ
」 

 

二
、
戦
前
・
戦
後
通
じ
「
宮
古
初
の
メ
ー
デ
ー
」 

 

三
、『
労
農
新
聞
』
か
ら
『
大
衆
新
報
』
へ 

 

四
、
食
糧
増
産
と
失
業
対
策
の
「
集
団
農
場
」 

 

五
、「
民
主
党
」・「
革
新
党
」
か
ら
「
社
大
党
」
へ 

 

六
、
三
た
び
平
良
市
職
員
と
し
て
・
・
・ 

 
 

あ
と
が
き
に
代
え
て 

 

一
、
郡
民
大
会
で
「
労
働
者
団
結
せ
よ
」 

 

台
湾
か
ら
引
き
揚
げ
て
帰
っ
て
か
ら
は
、
山
内
朝
源
さ
ん
の
向
か
い

に
、夛
嘉
良
肇
の
母
娘
が
住
ん
で
い
た
の
で
、そ
こ
の
一
間
を
借
り
た
。

落
ち
つ
い
た
ら
、
大
工
や
左
官
に
よ
び
か
け
て
労
働
組
合
の
結
成
に
専

念
し
た
。
一
九
四
六
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
郡
民
大
会
で
、「
労
働
者
団

結
せ
よ
」
と
提
唱
し
た
。 

  
 
 

不
正
の
摘
発
批
判
民
論
沸
騰
す
！ 

 

昨
日
午
後
三
時
半
城
辺
産
組
跡
に
て
郡
民
大
会
開
催
さ
れ
、
難

局
打
開
の
重
大
役
割
を
持
つ
支
庁
当
局
の
鞭
撻
並
に
各
方
面
に

潜
在
す
る
不
正
行
為
の
摘
発
批
判
が
各
弁
士
に
よ
っ
て
悛
烈
に

行
わ
れ
言
論
の
自
由
と
政
治
熱
を
反
映
し
て
聴
衆
は
、
平
良
町
を

始
め
城
辺
、
下
地
、
伊
良
部
の
各
村
民
無
慮
三
千
人
を
数
え
て
盛

況
を
呈
し
官
公
吏
郡
議
町
村
議
の
一
般
投
票
断
行
は
一
般
の
輿

ぼ
う
と
な
っ
て
沸
騰
し
た
。
因
に
各
弁
士
と
題
目
次
の
如
し 

 
 
 

一
、
官
公
吏
議
員
を
公
選
せ
よ 

 
 
 
 
 
 

山
内 

朝
二  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

一
、
民
主
々
義
政
治
の
確
立 

 
 
 
 
 
 
 

下
地 

 

徹  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

一
、
労
働
者
団
結
せ
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
志
嶺
朝
茂  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

一
、
農
民
組
合
の
結
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
地 

恵
栄  
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一
、
不
正
払
下
を
是
正
せ
よ 

 
 
 
 
 
 
 

池
村 

恒
正  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

一
、
郡
政
の
実
権
は
郡
民
に
あ
り 

 
 
 
 
 

平
良 

彦
一  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

決
議
文
の
即
時
実
行
、
委
員
七
名
を
決
定
す 

 

か
く
て
下
地
敏
之
氏
を
座
長
に
押
し
て
左
の
決
議
文
を
提
出

各
項
目
に
つ
い
て
敏
之
氏
の
詳
細
な
提
出
理
由
説
明
が
あ
り
そ

の
都
度
会
場
を
揺
が
す
拍
手
と
応
援
の
声
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ

た
。 

 
 
 

決
議
文 

一
、
宮
古
島
は
沖
縄
本
島
と
同
一
統
治
下
に
お
か
れ
た
し 

二
、
支
庁
長
、
町
村
長
並
郡
会
議
長
は
四
月
三
十
日
迄
に
一
般
投 

 

票
に
よ
り
公
選
す
べ
し 

三
、
食
糧
、
住
宅
、
失
業
の
諸
問
題
を
早
急
に
解
決
せ
よ 

四
、
米
軍
票
を
流
通
せ
し
め
よ 

五
、
戦
時
利
得
税
、
財
産
税
を
賦
課
せ
よ 

 

尚
、
こ
れ
が
実
行
方
法
に
関
し
て
諮
る
と
こ
ろ
あ
り
、
座
長
指

名
で
左
の
七
名
の
委
員
が
選
任
さ
れ
実
行
委
員
は
米
軍
政
府
に

郡
民
の
総
意
を
代
表
し
て
陳
情
す
る
と
共
に
支
庁
当
局
に
対
し

輿
論
を
訴
え
て
鞭
撻
実
行
せ
し
め
る
事
と
な
っ
た
。 

 
 
 

実
行
委
員 

山
内
朝
二
、
池
村
恒
正 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
良
彦
一
、
平
良 

進 

 
 
 
 
 
 
 
 

新
城
松
雄
、
下
地
敏
之 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

下
地 

徹 

 
 

（『
み
や
こ
新
報
』
一
九
四
六
・
三
・
三
） 

  

郡
民
大
会
の
あ
と
、そ
れ
ま
で
準
備
し
て
い
た「
宮
古
労
農
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
さ
ら
に
大
工
や
左
官
、
土
木
関
係
者
を
集
め
て
、「
宮
協 

宮
古
土
建
労
働
組
合
」
を
結
成
し
た
。
百
人
余
り
は
参
加
し
て
い
た
。

組
合
長
に
は
私
が
な
り
、
副
組
合
長
に
は
大
宜
見
朝
広
（
大
工
）、
幹
事

に
は
根
間
定
見
（
左
官
）
が
選
ば
れ
た
。
組
合
員
に
は
の
ち
に
建
設
業

で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
上
地
晄
清
、
狩
俣
恵
典 

花
城
恵

俊
ら
も
い
た
。 

 

労
働
組
合
結
成
！ 

 

治
安
維
持
法
の
撤
廃
に
よ
り
集
会
、
結
社
の
気
運
は
醸
成
せ
ら

れ
「
わ
れ
ら
の
生
活
を
守
れ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
郡
内
労
働

者
は
従
来
の
圧
伏
さ
れ
た
陰
う
つ
さ
を
爆
発
し
て
い
る
が
、
殊
に

平
良
町
内
の
労
働
者
、
大
工
、
日
雇
夫
等
の
尖
鋭
分
子
間
に
は
労

働
組
合
結
成
を
急
ぎ
合
法
的
団
体
と
し
て
出
発
、
資
本
主
義
へ
の

闘
争
を
開
始
せ
ん
と
し
て
居
り
去
る
十
日
午
後
五
時
よ
り
東
町

内
会
伊
志
嶺
朝
茂
氏
を
中
心
と
し
て
十
八
名
の
結
成
準
備
委
員

会
が
開
か
れ
た
。
当
日
は
労
働
対
資
本
に
関
す
る
理
論
討
議
等
も

活
発
に
行
わ
れ
た
模
様
で
近
く
二
百
名
以
上
の
組
合
員
を
獲
得

し
て
結
成
式
を
あ
げ
る
段
取
で
当
日
は
示
威
運
動
も
行
わ
れ
る

筈
で
あ
る
。 

（『
み
や
こ
新
報
』
一
九
四
六
・
三
・
一
三
） 
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宮
古
支
庁
は
米
軍
の
爆
撃
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
蒲
間

嶺
下
の
農
業
試
験
場
を
仮
庁
舎
に
し
て
い
た
。
支
庁
長
に
は
宮
古
警
察

署
長
を
し
て
い
た
島
袋
慶
輔
が
米
軍
政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
る
。

食
糧
も
住
宅
も
極
端
に
不
足
し
、
光
熱
費
も
異
常
に
高
い
こ
の
時
期
、

物
価
統
制
法
が
存
続
し
て
い
た
。
労
働
賃
金
も
勝
手
に
決
め
、
各
種
物

資
の
定
価
表
は
ま
っ
た
く
実
情
に
合
わ
な
い
。
独
身
で
も
、
夫
婦
共
働

き
で
も
と
て
も
生
活
で
き
る
賃
金
で
は
な
い
。
元
々
昔
か
ら
大
工
は
手

間
請
け
で
仕
事
を
し
て
お
り
、
役
所
は
新
築
家
屋
を
調
査
し
て
、
闇
賃

金
で
や
っ
て
い
る
、
統
制
法
違
反
で
摘
発
す
る
と
脅
す
の
で
、
組
合
総

会
を
開
い
て
、
労
働
賃
金
と
物
価
指
数
の
関
係
を
調
査
し
、
統
制
経
済

を
や
め
、
定
価
表
も
取
り
止
め
て
、
自
由
経
済
に
す
る
よ
う
決
議
し
、

軍
政
府
に
陳
情
し
た
。
陳
情
文
は
親
戚
の
山
内
朝
源
の
弟
の
朝
隆
に
翻

訳
さ
せ
た
。
軍
政
府
に
は
、
島
村
の
娘
婿
が
い
て
便
宜
を
は
か
っ
て
く

れ
た
。 

 

経
済
行
政
は
戦
前
の
ま
ま
警
察
の
管
轄
で
あ
り
、
警
察
に
呼
び
出
さ

れ
た
。
署
長
室
に
は
江
田
知
吉
署
長
と
一
緒
に
マ
シ
ュ
ー
ズ
軍
政
官
も

い
て
、
陳
情
書
の
内
容
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
質
問
し
て
き
た
。
署
長

は
定
価
表
の
必
要
性
を
強
調
し
て
、
魚
は
一
匹
公
定
い
く
ら
い
く
ら
で

は
な
い
か
な
ど
と
い
う
の
で
、
魚
一
匹
で
生
き
ら
れ
る
か
と
反
論
し
て

や
っ
た
。
最
後
は
軍
政
官
に
、
署
長
と
二
人
宣
誓
を
さ
せ
ら
れ
、
翌
朝

十
時
に
再
度
出
頭
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。
翌
日
は
各
新
聞
社
も
呼
ば

れ
て
い
て
、軍
政
官
は
即
日
、物
価
統
制
法
は
撤
廃
す
る
と
発
表
し
た
。

既
に
統
制
法
違
反
で
罰
金
を
取
ら
れ
て
い
る
者
に
は
罰
金
を
返
還
せ
よ
、

摘
発
さ
れ
て
刑
務
所
に
入
っ
て
い
る
者
は
直
ぐ
に
釈
放
せ
よ
、
略
式
裁

判
で
罰
金
を
課
さ
れ
て
い
る
者
も
皆
取
り
消
さ
れ
た
。
さ
ら
に
各
新
聞

社
は
こ
の
発
表
を
報
道
し
て
全
郡
民
に
知
ら
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。 

 

こ
の
発
表
が
報
道
さ
れ
て
か
ら
、
宮
古
に
は
い
ろ
い
ろ
な
物
資
が
ど

ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
う
る
お
う
よ
う
に
な
っ
た
。
奄
美

大
島
や
八
重
山
の
商
人
も
八
重
山
に
い
る
台
湾
の
人
も
ど
ん
ど
ん
入
っ

て
き
た
。
大
っ
ぴ
ら
な
密
航
は
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
さ
れ
た
が
、
現

行
犯
で
無
い
限
り
一
た
ん
上
陸
し
た
者
は
大
目
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
又
何
で
あ
れ
品
物
は
よ
く
売
れ
た
も
の
で
あ
る
。
物
資
は
ほ
と

ん
ど
本
土
と
台
湾
か
ら
入
っ
て
き
た
が
、
本
土
か
ら
は
材
木
な
ど
も
入

っ
て
き
た
。
台
湾
か
ら
は
お
茶
や
た
ば
こ
も
入
っ
て
き
た
。
皆
密
航
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。 

 

そ
れ
ま
で
警
察
は
差
し
押
さ
え
た
物
資
は
定
価
表
に
し
た
が
っ
て
販

売
さ
せ
て
お
り
、
自
由
経
済
に
な
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う
の

で
、
そ
の
根
拠
は
何
か
と
反
論
し
た
が
、
結
局
、
統
制
経
済
は
土
建
労

働
組
合
の
陳
情
ど
お
り
廃
止
に
な
っ
た
。 

 

 

当
局
の
怠
慢
表
、
伊
志
嶺
朝
茂 

 
支
庁
の
発
表
せ
る
物
価
の
凹
凸
は
関
係
当
局
者
の
プ
レ
イ
ン

グ
ラ
フ
見
た
い
な
も
の
だ
。
一
見
し
て
常
識
以
下
の
無
責
任
極
ま

る
余
り
に
形
式
的
な
、
余
り
に
無
神
経
な
、
そ
し
て
余
り
に
無
謀

な
、
余
り
に
郡
民
生
活
を
蹂
躪
し
た
、
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
思
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想
の
う
か
が
わ
れ
る
物
価
表
で
あ
る
。
自
分
等
は
特
配
を
貰
い
生

活
的
に
何
等
危
険
も
不
安
も
な
い
も
の
が
遊
び
半
分
に
”
ま
あ
ま

あ
こ
の
位
で
よ
い
で
あ
ろ
う
”
と
い
う
郡
民
侮
辱
の
、
否
郡
経
済

撹
乱
の
一
投
石
に
も
見
え
る
。
こ
れ
は
支
庁
当
局
が
郡
民
に
対
し

挑
戦
し
て
い
る
様
に
も
見
え
る
。
官
吏
は
公
僕
で
あ
る
と
い
う
か

ら
少
く
と
も
人
民
が
主
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
召
使
下
僕

た
る
公
僕
が
主
人
に
対
し
て
挑
戦
す
る
と
は
日
本
的
官
吏
の
性

格
か
ら
す
れ
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
民
主
建
設
へ
の
今
日
逆
行
も
甚
し

い
も
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
物
価
表
は
当
局
の
職
務
怠
慢
表
□

で
あ
り
、
無
責
任
不
謹
慎
暴
露
の
表
で
あ
り
、
郡
民
へ
の
挑
戦
状

だ
と
も
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。 

（『
み
や
こ
新
報
』
一
九
四
七
・
五
・
一
一
） 

  

二
、
戦
前
・
戦
後
通
じ
「
宮
古
初
の
メ
ー
デ
ー
」 

  

宮
古
で
初
め
て
の
メ
ー
デ
ー
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
五
月

一
日
決
行
で
よ
び
か
け
て
い
た
が
、
台
湾
引
き
揚
げ
者
の
な
か
か
ら
天

然
痘
患
者
が
出
て
、
四
月
二
九
日
以
降
十
日
間
各
種
集
会
や
芝
居
興
業

等
は
中
止
、
料
理
屋
、
飲
食
店
、
各
学
校
も
す
べ
て
休
業
と
な
り
、
メ

ー
デ
ー
も
取
り
止
め
と
な
っ
た
。
代
っ
て
料
亭
二
十
一
番
で
祝
賀
会
を

催
し
た
と
思
う
が
、
集
会
禁
止
令
が
解
除
さ
れ
た
後
に
催
し
た
の
か
、

そ
れ
と
も
翌
四
七
年
二
回
め
の
メ
ー
デ
ー
終
了
後
に
催
し
た
の
か
、
記

憶
は
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 

宮
古
支
庁
告
示 

 

平
良
町
に
痘
瘡
発
生
せ
る
に
付
予
防
の
た
め
爾
今
集
会
及
興

行
、
料
理
、
飲
食
店
の
営
業
及
び
各
学
校
の
授
業
を
向
う
十
日
間

停
止
す
。 

一
九
四
六
年
四
月
二
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮 

古 

支 

庁 

 
 

（『
み
や
こ
新
報
』
一
九
四
六
・
五
・
一
） 

 

勤
労
大
衆
諸
君
に
告
ぐ 

 

伝
染
病
予
防
対
策
に
依
る
集
会
禁
止
の
た
め
世
界
的
行
事
で

あ
る
我
々
の
メ
ー
デ
ー
は
断
腸
の
思
い
で
公
衆
衛
生
遵
守
の
意

味
に
於
て
中
止
の
止
む
な
き
に
至
り
し
事
は
宮
古
の
勤
労
大
衆

が
□
し
く
慨
歎
に
堪
え
ざ
る
所
で
あ
る
。
世
界
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
に
労
働
価
値
の
有
難
味
を
示
す
べ
き
有
意
義
な
我
等
の
世
界

的
行
事
を
又
山
積
し
て
い
る
勤
労
大
衆
の
速マ

マ

急
な
解
決
す
べ
き

問
題
を
未
解
決
の
ま
ま
に
終
わ
る
と
言
う
事
は
宮
古
に
於
け
る

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
当
局
の
餓
死
の
宣
告
を
承
認
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
だ
。 

 

宮
古
労
農
協
議
会
は
日
を
あ
ら
た
め
て
近
日
中
に
労
働
者
大

会
を
開
催
し
勤
労
大
衆
の
正
し
い
意
見
を
決
議
し
蹶
然
起
ち
上

が
る
べ
く
委
員
会
に
於
て
決
定
し
た
。 

 

紙
上
を
拝
借
し
て
兄
弟
姉
妹
諸
君
の
御
賛
同
を
仰
ぐ
次
第
で

あ
る
。 
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一
九
四
六
年
五
月
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
古
労
農
協
議
会
委
員
会 

 
 

（
前
掲
紙
） 

  

メ
ー
デ
ー
集
会
は
宮
古

神
社
で
百
人
ば
か
り
集
合

し
て
、
組
合
旗
を
立
て
て

催
し
た
が
、
こ
れ
は
翌
一

九
四
七
年
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。「
聞
け
万
国
の

労
働
者
」
な
ど
、
労
働
歌

を
ガ
リ
版
で
刷
っ
て
く
ば

り
、
教
え
る
と
と
も
に
、

メ
ー
デ
ー
の
由
来
な
ど
を

説
明
し
た
り
し
た
。
周
囲

は
大
勢
の
警
察
官
が
取
り

ま
い
て
警
戒
に
当
た
っ
て

い
た
が
、
全
員
で
記
念
撮
影
も
し
、
新
聞
も
紹
介
し
て
く
れ
た
。 

 

 

昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
。
当
日
が
休
日
だ
っ
た
か
否
か
不
明
。

私
が
仲
仕
組
合
（
宮
里
？
組
合
長
）
の
若
い
人
達
を
、
護
国
神
社

跡
地
に
集
め
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
赤
旗
等
の
歌
を
教
え
、

メ
ー
デ
ー
を
準
備
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
大
衆
新
報
社
長
、
伊
志
嶺

朝
茂
さ
ん
が
、
メ
ー
デ
ー
の
ル
ー
ト
を
、
漲
水
港
―
途
中
失 

 

念
―
西
市
場
―
パ
イ
ナ
ガ
マ
で
解
散
を
申
請
し
た
。
多
分
、
警
察

だ
っ
た
と
思
う
。
然
し
、
出
発
の
漲
水
港
か
ら
、
郵
便
局
を
左
に

廻
り
、
小
さ
な
道
を
通
っ
て
、
裏
通
り
か
ら
イ
タ
ム
ガ
ー
の
東
辺

り
で
解
散
し
た
。
Ｂ
４
の
紙
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
何
か
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
書
い
て
あ
っ
た
（
朝
茂
さ
ん
）
が
、
覚
え
て
い
な
い
。
そ
の

デ
モ
に
は
朝
茂
さ
ん
を
先
頭
に
十
二
、
三
名
が
参
加
し
た
が
、
仲

仕
組
合
か
ら
数
名
と
、
新
里
（
博
一
）
、
下
地
（
明
芳
）
も
一
緒

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
（
広
島
県
廿
日
市
市
在
住
・
大
山
盛

長
、
一
九
九
九
・
九
・
二
三
付
書
簡
） 

  

「
護
国
神
社
跡
」
と
あ
る
の
は
、「
宮
古
神
社
」
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ

う
。
同
神
社
の
社
殿
は
、
一
九
四
三
年
九
月
竣
工
し
、
翌
四
四
年
六
月
、

郷
社
か
ら
県
社
に
昇
格
し
て
、
遷
座
祭
・
奉
祝
祭
を
催
し
て
い
る
。
新

装
な
る
社
殿
で
あ
っ
た
が
、
四
五
年
三
～
四
月
の
米
・
英
軍
の
猛
爆
で

荒
廃
に
帰
し
て
い
た
た
め
「
跡
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
、「
西
市
場
」

も
下
里
市
場
が
平
良
の
市
街
地
の
形
状
か
ら
西
は
ず
れ
に
あ
る
た
め
西

市
場
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
デ
モ
コ
ー
ス
の
「
郵
便
局
を
左
に
廻
り
」
も
「
右
に
廻
り
」
の
記
憶

違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
旧
宮
古
島
郵
便
局
は
十
字
路
の
西
寄
り
の
角

に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
デ
モ
の
出
発
点
を
宮
古
神
社
と
漲
水
港

の
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
市
街
地
の
形
態
か
ら
は
「
右
廻
り
」
が
順
当
の

コ
ー
ス
と
思
わ
れ
る
。
解
散
地
点
の
「
イ
タ
ム
ガ
ー
の
東
辺
り
」
は
、

1947(昭和22)年 5月 1日、メーデー集会、正面中央旗手

は伊志嶺朝茂氏、於米・英軍の猛爆で荒廃した宮古神社 
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西
里
通
り
の
東
方
前
方
に
当
た
っ
て
お
り
、
矢
張
り
こ
の
方
が
順
路
で

は
な
か
ろ
う
か
。 

  

三
、「
労
農
新
聞
」
か
ら
「
大
衆
新
報
」
へ 

 

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
の
三
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
宮
古

土
建
労
働
組
合
の
機
関
紙
の
よ
う
に
し
て「
大
衆
新
報
」を
創
刊
し
た
。

創
刊
の
挨
拶
は
自
分
で
書
い
た
。
紙
面
づ
く
り
は
一
般
新
聞
の
よ
う
に

扱
っ
た
が
、「
宮
協
委
員
長
」
の
肩
書
き
で
「
権
利
と
義
務
」
を
連
載
し

た
り
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
講
座
」
も
連
載
し
た
。
ガ
リ
版
刷
り
で
、
半
紙

大
の
両
面
刷
り
だ
っ
た
が
、
週
三
回
位
い
発
行
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
こ

の
辺
り
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
ガ
リ
切
り
は
裁
判
所
の
書
記
を
し
て
い

た
佐
久
田
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
新
里
俊
治
さ
ん
の

妹
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
四
〇
〇
部
て
い
ど
発
行
し
た
と
思
う
。
発

行
の
つ
ど
八
重
山
の
宮
良
長
義
さ
ん
に
も
送
っ
て
い
た
。 

  

「
沖
縄
戦
」
に
引
き
つ
づ
く
米
軍
の
全
面
占
領
下
、
沖
縄
民
政
府
総

務
部
は
宮
古
か
ら
「
全
琉
球
行
政
一
元
化
」
の
要
請
等
も
あ
っ
て
、
一

九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
六
月
～
七
月
、
宮
古
・
八
重
山
へ
調
査
団
を

派
遣
し
て
い
る
。
そ
の
報
告
書
「
宮
古
島
概
況
」
に
は
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。 

「
宮
古
労
農
協
会 

一
九
四
六
年
三
月
十
五
日
結
成 

委
員
長
伊
志
嶺

朝
茂 

主
ト
シ
テ
台
湾
ヨ
リ
帰
還
セ
ル
労
働
者
ノ
失
業
対
策
を
中
心
ト

シ
テ
活
動
シ
機
関
誌
宮
古
労
農
新
聞
ヲ
週
間マ

マ

ス
」「
宮
古
労
農
新
聞 

労

農
協
会
機
関
誌
、
週
刊
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
機
関
紙
「
労
農

新
聞
」
が
、
読
者
の
労
農
対
象
を
広
げ
て
一
般
読
者
を
対
象
に
し
た
「
大

衆
新
報
」
へ
と
衣
替
え
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

宮
古
大
衆
新
報
発
行
に
就
て 

 

今
般
宮
古
労
農
協
議
会
機
関
紙
労
農
新
聞
を
第
十
号
を
以
て

廃
刊
致
す
事
と
し
代
っ
て
宮
古
大
衆
新
報
を
発
行
し
一
般
大
衆

の
与
論
を
報
道
す
る
大
衆
の
機
関
紙
と
し
て
各
位
の
要
望
に
副

う
べ
く
陣
容
を
整
え
て
来
る
七
月
一
日
創
刊
号
を
発
行
致
す
事

に
な
り
ま
し
た
。
御
先
輩
各
位
の
御
支
援
を
賜
り
度
く
紙
上
を
以

て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

一
九
四
六
年
六
月
二
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 

宮
古
大
衆
新
報 

 

社
長 

砂
川 

恵
達 

 
 
 
 
 
 
 
 

主
幹 

伊
志
嶺
朝
茂 

 
 
 
 
 
 
 

（『
み
や
こ
新
報
』
一
九
四
六
・
六
・
二
五
） 

  
新
年
の
広
告
は
二
回
か
三
回
は
出
し
て
い
た
は
ず
な
の
で
、「
大
衆
新

報
」は
二
年
半
か
ら
三
年
位
い
は
発
行
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

印
刷
は
ガ
リ
切
り
か
ら
印
刷
ま
で
男
女
二
人
で
や
っ
て
い
た
が
、
い
つ

も
赤
字
で
、
妻
の
行
商
で
給
料
を
払
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
紙
面
づ
く
り

で
は
本
村
武
史
さ
ん
が
小
説
を
連
載
し
た
り
、
下
地
明
増
さ
ん
や
伊
志
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嶺
恒
雄
さ
ん
ら
も
時
々
原
稿
を
書
い
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い
た
。

毎
号
検
閲
を
受
け
て
発
行
し
て
い
た
が
、
警
察
で
検
閲
し
て
い
た
の
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。 

 

一
九
四
八
年
か
四
九
年
の
あ
る
日
突
然
軍
政
府
に
家
宅
捜
索
さ
れ
、

新
聞
用
紙
や
印
刷
用
具
一
切
、
そ
れ
に
ジ
ョ
ン
・
ガ
ン
サ
ー
の
『
中
国

の
赤
い
星
』
な
ど
多
く
の
図
書
ま
で
押
収
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
取
材

に
出
て
留
守
中
に
出
頭
命
令
が
出
て
出
頭
し
た
ら
、
以
前
記
事
に
し
た

ブ
ラ
ジ
ル
在
日
系
人
の
、
日
本
は
戦
争
に
勝
っ
た
負
け
た
で
死
傷
者
ま

で
出
る
争
い
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
記
事
の
出
所
は
ど
こ
か
、
新
聞
用
紙

や
書
籍
は
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
か
な
ど
と
尋
問
さ
れ
た
。
記
事
は
測
候

所
に
勤
務
し
て
い
る
従
弟
が
測
候
所
備
え
つ
け
の
ラ
ジ
オ
だ
か
無
線
だ

か
で
入
手
し
て
提
供
し
て
く
れ
た
も
の
だ
が
、
従
弟
の
名
前
を
出
す
わ

け
に
は
い
か
ず
、ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、誰
れ
か
ら
と
も
な
く
聞
い
た
、

と
誤
魔
化
し
た
。
又
、
新
聞
用
紙
は
瀬
長
亀
次
郎
さ
ん
が
社
長
を
し
て

い
る
『
う
る
ま
新
報
』
の
宮
古
支
局
と
し
て
、
百
部
位
い
販
売
し
て
い

た
が
、
そ
の
お
礼
の
よ
う
な
形
で
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
一
連
五

百
枚
綴
り
で
五
連
提
供
さ
れ
て
い
て
、一
連
は
瀬
名
波
栄
さ
ん
に
貸
し
、

二
連
は
す
で
に
使
用
済
み
で
、
二
連
残
っ
て
い
た
が
、
今
後
米
国
の
用

紙
を
使
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ
て
、
残
り
の
用
紙
も
全
部
押
収
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
は
新
聞
を
出
す
な
と
言
わ
れ
た
に
等
し
い
と
、

結
局
『
大
衆
新
報
』
は
廃
刊
に
し
た
。 

 

社
告
〔
う
る
ま
新
報
支
局
設
置
〕 

 

う
る
ま
新
報
宮
古
支
局
は
今
回
当
社
が
担
当
す
る
こ
と
に
契

約
な
り
、
当
分
本
社
の
方
針
に
よ
り
無
償
配
布
を
行
い
沖
縄
事
情

を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

尚
支
局
事
務
所
は
当
社
に
併
置
致
し
ま
す
。
読
者
各
位
の
御
了

承
を
乞
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
古
タ
イ
ム
ス
社
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
長 

下
地
恵
位
氏
宅 

 
 
 
 
 
 
 

う
る
ま
新
報
・
宮
古
支
局 

 
 

（『
宮
古
タ
イ
ム
ス
』
一
九
四
六
・
五
・
一
四
） 

 

う
る
ま
新
報 

 

う
る
ま
新
報
で
は
沖
縄
島
各
地
区
に
支
局
を
設
置
着
々
準
備

陣
容
を
整
備
し
つ
つ
あ
る
が
宮
古
島
に
も
支
局
を
設
置
、
支
局
長

に
伊
志
嶺
朝
茂
を
起
用
、
正
式
発
令
に
な
っ
た
旨
通
知
が
あ
っ
た
。 

 
 

（『
み
や
こ
新
報
』
一
九
四
六
・
八
・
一
三
） 

  

『
大
衆
新
報
』
が
な
ぜ
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
の
か
。
ブ
ラ
ジ
ル
の

日
系
人
の
戦
争
勝
ち
組
、負
け
組
の
争
い
の
記
事
は
あ
く
ま
で
口
実
で
、

実
際
に
は
裏
で
、
宮
古
民
政
府
（
具
志
堅
宗
精
知
事
、
一
九
四
七
・
二
・

二
就
任
）
が
動
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
何
し
ろ
当

時
の
地
元
新
聞
は
ど
れ
も
こ
れ
も
公
然
と
民
政
府
を
支
持
し
、
知
事
を

「
人
間
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」
な
ど
と
言
っ
て
賞
め
そ
や
し
て
い
た
。
し
か

し
『
大
衆
新
報
』
だ
け
は
い
わ
ば
反
当
局
派
で
、
民
政
府
批
判
、
知
事

批
判
を
し
て
い
た
か
ら
ね
。
集
団
農
場
の
害
虫
駆
除
に
各
町
内
会
か
ら

強
制
的
に
動
員
を
か
け
た
り
し
て
い
た
の
も
批
判
記
事
を
の
せ
て
い
る
。
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知
事
は
批
判
さ
れ
る
と
、
人
前
も
お
か
ま
い
な
し
で
怒
鳴
り
ち
ら
し
て

い
た
。『
大
衆
新
報
』
が
つ
ぶ
さ
れ
た
ら
、
土
建
労
働
組
合
も
自
然
解
散

に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
富
永
岩
雄
さ
ん
ら
の
「
商
工
会
」（
？
）

が
、
組
合
員
は
み
な
土
木
請
負
師
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
、
そ
こ
に

吸
収
さ
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

  

『
大
衆
新
報
』
を
止
め
た
あ
と
は
暫
ら
く
は
浪
人
暮
ら
し
で
、
妻
の

呉
服
の
行
商
で
何
と
か
生
活
し
て
い
た
。
イ
ン
テ
リ
の
奥
さ
ん
た
ち
が

生
活
の
た
め
に
手
離
す
衣
類
を
必
要
と
す
る
人
に
斡
旋
し
た
り
、
ヤ
ミ

船
で
沖
縄
本
島
の
米
軍
基
地
か
ら
流
れ
て
く
る
衣
服
を
農
村
で
売
り
歩

い
た
り
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
仲
宗
根
勝
米
（
元
平
良

町
長
）
の
二
男
昇
の
妻
の
父
・
名
城
政
達
が
西
表
の
船
浮
で
石
灰
焼
き

を
手
広
く
し
て
い
て
、
そ
こ
の
労
務
者
の
監
督
を
し
て
く
れ
と
言
わ
れ

て
西
表
へ
渡
っ
た
。
下
宿
住
ま
い
で
、
経
理
係
を
し
た
。
本
人
に
は
三

百
円
、
家
族
に
は
二
百
円
送
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
折
角
入
っ

て
く
る
お
金
を
昇
が
勝
手
に
持
ち
出
す
も
の
だ
か
ら
、
労
務
賃
金
が
払

え
ず
、
労
務
者
に
脅
さ
れ
た
り
し
て
、
結
局
二
か
月
で
や
め
て
し
ま
っ

た
。 

  

四
、
食
糧
増
産
と
失
業
対
策
の
「
集
団
農
場
」 

  

『
大
衆
新
報
』を
創
刊
し
て
一
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

宮
古
民
政
府
が
食
糧
増
産
と
失
業
対
策
と
し
て
、
大
野
越
を
開
拓
し
て

「
集
団
農
場
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
民
政
府
の
労
務
課
長
に

な
っ
て
、
集
団
農
場
の
労
務
隊
長
に
任
命
さ
れ
た
。
新
里
博
一
や
砂
川

明
芳
、
大
山
盛
長
ほ
か
み
ん
な
で
五
～
六
人
の
記
録
係
が
い
た
。
与
儀

喜
文
が
農
務
部
長
で
、
担
当
係
に
は
仲
宗
根
玄
俊
や
大
城
喜
助
ら
が
い

て
、
一
日
二
〇
〇
人
前
後
の
人
が
開
墾
に
従
事
し
て
い
た
。
開
拓
後
は

全
域
に
サ
ツ
マ
芋
を
植
え
て
、
引
揚
げ
者
を
中
心
に
移
住
さ
せ
よ
う
と

主
張
し
た
が
反
対
さ
れ
た
。
具
志
堅
知
事
は
、「
集
団
農
場
」
と
い
う
名

称
は
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
」
の
印
象
を
与
え
る
の
で
よ
く
な
い
と
言
い
、
ま

た
移
住
政
策
に
も
反
対
さ
れ
た
の
で
、
十
日
て
い
ど
で
や
め
て
し
ま
っ

た
。 

 

与
儀
、
大
城
ら
は
農
場
の
民
間
払
い
下
げ
を
主
張
し
て
い
た
が
、
最

終
的
に
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
切
り
換
え
て
、
沖
糖
工
場
へ
の
搬
入
を
画
策

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

こ
の
こ
ろ
の
宮
古
民
政
府
の
副
知
事
は
米
軍
任
命
の
平
良
町
長
を
辞

任
し
て
い
た
与
儀
達
敏
で
、
宮
古
中
学
出
身
者
を
夛
く
民
政
府
入
り
さ

せ
た
た
め
に
「
宮
中
人
事
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
り
し
て
い
た
。 

  

「
も
っ
と
も
、
そ
の
『
人
事
』
は
、
そ
の
当
時
の
宮
古
に
お
け
る
最

高
学
府
で
あ
る
宮
中
出
身
者
が
、
社
会
の
中
堅
と
し
て
台
頭
す
る
時
機

に
な
っ
て
い
た
結
果
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
」（
平
良
栄
賢
執
筆
「
与
儀

達
敏
」『
平
良
市
史
』
第
八
巻
資
料
編
６
、
一
九
八
八
）
と
の
見
方
も
あ

る
。 
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集
団
農
場
に
い
も
虫
發
生 

佐
和
地
集
団
農
場
の
芋
植
付
は
天
候
と
併
行
し
て
至
っ
て
順
調

に
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
分
な
ら
当
局
の
言
明
通
り
七
月
か

ら
集
農
の
芋
が
市
内
に
配
給
さ
れ
る
の
も
間
違
い
な
い
と
思
は

れ
る
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
瞬
く
間
に
芋
虫
が
物
凄
い
發
生
と
な

り
八
町
歩
程
の
農
地
の
芋
づ
る
は
一
葉
を
認
め
ず
蔓
の
み
立
っ

っ
て
ゐ
る
始
末
で
あ
る
が
、
一
雨
に
し
て
其
の
葉
は
盛
返
す
こ
と

が
出
來
る
と
技
術
家
は
云
ふ
て
ゐ
る
。
尚
こ
の
藷
虫
は
湿
地
に
発

生
す
る
虫
で
宮
古
で
は
現
在
ま
で
に
下
地
の
元
沖
糖
工
場
敷
地

の
湿
地
帯
に
發
生
し
て
ゐ
た
も
の
で
集
農
附
近
で
は
こ
れ
が
始

め
て
で
あ
る
と
語
っ
て
ゐ
る
。 

 
 

（『
宮
古
大
衆
新
報
』
一
九
四
七
・
六
・
二
一
） 

 

 

集
農
機
構
一
新 

 

集
団
農
場
は
開
墾
事
業
を
終
了
し
た
の
で
愈
々
そ
の
本
来
の

性
能
を
発
揮
す
る
事
に
な
り
、
経
済
的
経
営
を
中
心
と
す
べ
く
機

構
も
一
新
、
左
の
如
く
三
つ
に
区
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
主
任
を
お
く

事
に
な
っ
た
。 

 
 
 

第
一
農
場 

五
六
町
三
反 

 
 
 

第
二
〃 

 

六
七
町
五
反 

 
 
 

第
三
〃 

 

五
三
町
三
反 

 
 
 

場
長 

 
 
 
 

大
城 

喜
助 

 
 
 

第
一
農
場
主
任 

新
城 

定
吉 

 
 
 

第
二
〃 

 
 
 

根
間 

玄
正 

 
 
 

第
三
〃 
 
 
 

下
地 

明
俊 

 

尚
名
称
も
マ
ク
ラ
ム
軍
政
官
の
功
績
を
記
念
す
る
為
マ
ク
ラ

ム
農
場
と
改
称
し
場
長
以
下
農
場
に
住
み
込
み
骨
を
埋
め
る
覚

悟
で
之
が
経
営
に
当
た
る
事
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

（『
宮
古
タ
イ
ム
ス
』
一
九
四
七
・
一
〇
・
一
四
） 

 

 

集
農
市
民
備
忘
録 

 

一
九
四
七
年
七
月
十
七
日
付
で
平
良
市
長
か
ら
宮
古
知
事
へ
出

し
た
集
団
農
場
生
産
並
配
給
方
法
に
就
い
て
照
会
し
た
文
書
に

（
中
略
）
知
事
は
一
九
四
七
年
七
月
十
八
日
宮
農
第
二
五
八
号
で

市
長
へ
次
の
よ
う
な
回
報
が
あ
っ
た
。 

 

一
九
四
七
年
七
月
十
七
日
付
平
産
第
六
三
号
で
御
照
会
さ
れ
た

集
団
農
場
生
産
物
並
に
配
給
方
法
に
就
て
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 

右
回
報
し
ま
す
。 

一
、
現
在
ま
で
の
開
墾
状
況 

 

イ
、
伐
採
面
積 

一
一
三
町
歩 

 

ロ
、
開
墾
面
積 

九
二
町
歩
一
反
五
畝 

二
、
栽
培
作
物
の
種
類
反
別
及
収
量
予
想 

 
イ
、
栽
培
作
物 

甘
藷 

 
ロ
、
植
付
反
別 

五
十
一
町
歩
五
反
（
七
月
十
七
日
現
在
） 

 

ハ
、
収
量
予
想 

 
 

四
月
植 
十
町
歩 

最
低
反
当
千
三
百
斤 

十
二
万
斤 
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五
月
植 

二
十
町
歩 

最
低
反
当
千
三
百
斤 

二
四
万
斤 

 
 

六
月
植 

二
十
一
町
歩
五
反 

最
低
反
当
千
八
百
斤 

三 

 
 
 

七
万
五
千
斤 

 
 

合
計 

五
一
町
歩
五
反 

七
三
万
八
千
斤 

三
、
平
良
市
へ
の
生
産
物
配
給
予
定
数
量
及
び
其
の
価
格 

 

イ
、
収
穫
甘
藷
は
全
部
平
良
市
へ
配
給
予
定 

 

ロ
、
価
格
は
集
団
農
場
運
営
委
員
会
に
て
決
定
上
通
知
す 

 

ハ
、
配
給
予
定
数
量
（
収
穫
配
給
可
能
数
量
） 

 
 

七
月 

 
 
 
 

一
万
斤 

 
 

八
月 

 
 
 
 

十
二
万
斤 

 
 

九
月 

 
 
 
 

二
十
四
万
斤 

 
 

十
月
以
降
毎
月 

三
十
万
斤 

 

ニ
、
配
給
方
法 

平
良
市
と
打
合
せ
の
上
決
定
す
。 

備
考 

害
虫
発
生
の
た
め
収
穫
時
期
は
遅
れ
る
見
込 

 
 

（『
宮
古
公
論
』
一
九
四
八
・
一
二
・
一
三
） 

  

五
、「
民
主
党
」・「
革
新
党
」
か
ら
「
社
大
党
」
へ 

  

戦
後
初
の
政
党
は
「
民
主
党
」
だ
が
、
こ
れ
は
従
来
か
ら
あ
る
政
党

や
軍
国
主
義
へ
の
反
省
、
反
対
か
ら
発
足
し
た
も
の
で
、
当
時
と
し
て

は
も
っ
と
も
革
新
的
な
政
党
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
下
地
敏
之
弁

護
士
を
中
心
に
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
三
月
の
郡
民
大
会
を
主

催
し
た
人
び
と
が
執
行
委
員
に
な
っ
て
、「
綱
領
」
や
「
結
党
宣
言
」
も

発
表
し
た
。
九
人
の
執
行
委
員
の
な
か
に
私
も
選
ば
れ
た
。 

 

広
告
〔
民
主
党
結
成
〕 

 

集
会
禁
止
の
都
合
に
よ
り
延
期
中
の
民
主
党
結
成
準
備
委
員
会

は
来
る
二
十
日
午
後
二
時
宮
古
神
社
に
於
て
開
催
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民
主
党
発
起
人
代
表
、
下
地
敏
之 

 
 
 

（『
み
や
こ
新
報
』
一
九
四
六
・
五
・
一
九
） 

 

広
告 

 

集
会
禁
止
の
た
め
延
期
中
の
民
主
党
結
成
準
備
委
員
会
は
状
勢

の
好
転
を
待
っ
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
発
起
人
に
於
て
党
結
成

を
完
了
し
第
一
回
党
大
会
ま
で
の
暫
定
的
処
置
と
し
て
発
起
人

を
党
務
執
行
委
員
に
あ
げ
、
下
地
敏
之
氏
を
委
員
長
と
し
て
当
面

の
党
務
を
処
理
す
る
と
共
に
「
公
論
」
発
表
の
綱
領
、
暫
定
政 

 

策
宣
言
の
強
力
な
る
実
現
に
挺
身
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
依
っ

て
我
党
の
主
義
政
策
に
賛
同
せ
ら
る
の
向
は
当
本
部
又
は
公
論

社
宛
、
口
頭
又
は
文
書
（
形
式
不
問
）
を
以
て
入
党
申
込
み
相
成

度
し
。 

 
 

一
九
四
六
年
五
月
十
八
日 

 
 
 

宮
古
民
主
党
執
行
委
員
会 

 
 

党
本
部
平
良
町
下
里
、
下
地
敏
之
方 

 
 

公
論
社
同 

 
 
 
 

下
地 

徹
方 

 
 

（『
み
や
こ
新
報
』
一
九
四
六
・
五
・
二
二
） 

宮
古
民
主
党
の
結
成 

Δ
執
行
委
員 
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下
地
敏
之 

平
良
彦
一 

山
内
朝
二 

 

池
村
恒
雄 

座
喜
味
朝
奉 

東
風
平
一 

 

池
村
恒
正 

伊
志
嶺
朝
茂 

 
下
地
徹
（
公
論
主
筆
） 

Δ
綱
領 

①
民
主
主
義
の
態
勢
確
立 

②
資
本
主
義
の
社
会
化 

③
人
権

の
徹
底
的
保
障 
④
労
働
条
件
の
根
本
的
改
革 

⑤
産
業
の
機

械
合
理
化 

⑥
生
活
必
需
物
資
の
管
理 

⑦
教
育
の
民
主
化 

⑧
貿
易
の
早
期
確
立 

⑨
移
民
事
業
の
公
営 

Δ
結
党
宣
言 

 

時
代
は
あ
き
ら
か
に
革
新
時
代
に
突
入
し
た
。
敗
戦
と
軍
政
施

行
と
い
う
冷
厳
な
現
実
は
本
郡
否
、
南
西
諸
島
全
住
民
を
革
新
の

ル
ツ
ボ
の
中
に
投
じ
去
る
に
至
っ
た
。
然
し
て
現
状
維
持
の
政
治

的
社
会
勢
力
と
現
状
打
破
国
家
的
社
会
的
勢
力
と
は
こ
こ
に
明

瞭
に
対
立
す
る
に
至
っ
た
。
わ
れ
ら
の
同
志
は
鉄
の
如
き
強
固
な 

 

団
結
の
も
と
に
、
宮
古
民
主
党
を
結
成
し
こ
こ
に
革
新
陣
営
の
総

進
軍
を
開
始
せ
ん
と
す
る
。
す
べ
て
国
家
の
革
新
と
い
う
が
如
き

大
事
業
は
決
し
て
、
一
直
線
に
進
行
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ

が
達
成
せ
ら
れ
る
ま
で
は
、
紆
余
曲
折
も
あ
り
、
一
進
一
退
あ
り
、

現
状
維
持
勢
力
と
は
強
力
な
闘
争
を
演
出
す
る
。
明
治
維
新
に 

 

い
わ
ゆ
る
幕
末
と
い
う
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
如
く
、
革

新
期
に
お
け
る
社
会
の
騒
然
た
る
姿
で
あ
る
。
ペ
ル
リ
が
来
航
し

て
明
治
元
年
に
至
る
十
五
年
間
は
、
幕
末
史
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
十
五
年
は
実
に
維
新
は
千
変
万
化
を
遂
げ
こ
れ
を
ひ
も

と
く
者
を
し
て
、
胸
を
躍
ら
し
め
、
息
を
つ
ま
ら
せ
る
も
の
が
あ

る
。
明
治
十
二
年
の
廃
藩
置
県
の
示
達
か
ら
、
二
十
六
年
旧
慣
制

度
廃
止
、
即
ち
名
子
廃
止
等
の
改
革
期
に
お
け
る
、
物
情
騒
然
た

る
本
郡
の
姿
は
ま
た
現
在
の
姿
な
の
だ
。
然
し
な
が
ら
当
時
の
生

活
せ
る
者
の
多
数
は
、
果
し
て
自
己
自
身
が
こ
の
宮
古
の
一
大
革

新
期
に
生
活
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら

く
島
民
の
大
多
数
は
漠
然
た
る
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
、
自
己
自

身
が
宮
古
の
社
会
を
一
変
せ
し
む
る
に
至
る
べ
き
一
大
革
新
期

に
、
自
分
が
生
活
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
意
識
し
得
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
本
郡
の
今
日
も
ま
た
同
し
で
あ
る
。
如
何
な
る
人
々
と

い
え
ど
も
、
今
日
は
著
し
き
急
角
度
を
も
っ
て
、
変
転
し
つ
つ
あ

る
こ
と
を
感
ぜ
ざ
る
も
の
は
い
な
い
。
た
だ
今
日
こ
の
世
の
中
の

変
転
が
如
何
な
る
革
新
の
意
義
を
有
す
る
か
を
認
識
せ
る
者
は

稀
で
あ
る
。
幕
末
の
人
々
が
漠
然
た
る
不
安
の
う
ち
に
世
の
移
り

変
わ
り
を
感
じ
た
と
同
じ
意
味
に
お
い
て
、
今
日
の
郡
民
大
衆
も
、

ま
た
不
安
の
う
ち
に
世
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
て
い
る
。 

 

然
し
な
が
ら
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
幕
末
の
人
々
が
、
歴
史
の

偉
大
な
革
新
日
本
に
生
活
し
て
い
た
と
同
じ
意
味
で
、
今
日
の
南

西
諸
島
の
全
住
民
大
衆
も
又
偉
大
な
る
、
歴
史
的
国
家
の
革
新
の

う
ち
に
生
活
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
大
多
数
の
者
が
共
に

気
付
か
ず
、
少
数
の
者
の
み
が
こ
の
革
新
期
の
歴
史
的
意
義
を 
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認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
過
去
を
有
す
る
者
は
現
状
維
持
に
傾

き
未
来
に
生
き
る
者
の
み
が
革
新
の
担
当
者
で
あ
る
。
こ
の
意
味

に
お
い
て
、
南
西
諸
島
の
大
衆
殊
に
若
き
青
年
を
待
望
す
る
。
明

治
維
新
の
遂
行
者
は
み
な
若
き
青
年
で
あ
っ
た
。
青
年
は
未
来
に

生
き
る
運
命
に
あ
る
。
革
新
は
創
造
で
あ
る
。
真
に
青
年
男
子
の 

 

生
き
る
喜
び
は
創
造
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
好
ん
で
革
新

の
時
機
に
遭
遇
せ
ん
と
欲
し
て
も
、
時
に
恵
ま
れ
な
け
れ
ば
不
可

能
で
あ
る
。
今
日
わ
れ
わ
れ
は
幸
い
に
し
て
、
こ
の
革
新
の
時
期

に
遭
遇
し
、
自
己
の
力
を
も
っ
て
、
新
ら
し
き
宮
古
を
創
造
し
て

い
く
べ
き
使
命
を
さ
ず
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
偉
大
な
る
使
命
の 

 

遂
行
こ
そ
は
何
人
も
望
ん
で
望
み
得
ざ
る
今
日
に
生
き
つ
つ
あ

る
、
郡
民
大
衆
の
特
権
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宮
古
郡
民
並
に

南
西
諸
島
の
全
住
民
諸
君
、
今
日
の
創
造
時
代
革
新
の
時
代
を
認

識
せ
よ
、
民
主
主
義
態
勢
の
確
立
、
資
本
主
義
の
社
会
化
等
九
ヶ

条
に
わ
た
る
我
党
の
綱
領
は
、
本
郡
革
新
の
道
標
で
あ
る
。
わ
れ

ら
は
こ
の
綱
領
の
徹
底
的
実
現
に
邁
進
せ
ん
こ
と
を
こ
こ
に
宣

言
す
る
。 

（『
宮
古
公
論
』
一
九
四
六
・
五
・
一
五
＝
「
戦
後
・
新
聞
の
周 

 

辺
」
12
よ
り
） 

  

宮
古
民
主
党
は
機
関
紙
『
宮
古
公
論
』
で
、
党
の
主
張
や
政
策
を
公

表
す
る
と
と
も
に
、
宮
古
支
庁
当
局
に
対
し
て
も
「
失
業
対
策
」
と
し

て
、
道
路
改
修
や
桟
橋
の
補
強
工
事
、
電
信
電
話
の
復
旧
工
事
な
ど
を

要
請
し
た
。
低
物
価
対
策
な
ど
も
要
請
し
た
が
、
一
九
四
八
年
三
月
に

は
、
戦
後
始
め
て
の
平
良
市
長
選
挙
に
下
地
敏
之
委
員
長
を
擁
立
し
て

当
選
さ
せ
た
。 

 

そ
の
こ
ろ
市
長
は
今
の
折
田
商
店
の
裏
通
り
の
茅
葺
き
家
に
住
ん
で

い
た
が
、
そ
こ
へ
一
人
呼
ば
れ
て
助
役
に
は
誰
れ
が
適
任
か
と
聞
か
れ

た
の
で
、
下
地
徹
を
推
せ
ん
し
た
。
ま
た
戦
前
の
町
役
場
で
の
山
林
係

の
経
験
を
買
わ
れ
て
山
林
課
長
に
な
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
の

と
き
は
辞
退
し
た
。
何
し
ろ
そ
の
頃
の
平
良
市
は
山
林
の
盗
伐
が
ひ
ど

く
、
又
議
会
の
焦
点
も
山
林
問
題
ば
か
り
で
し
た
か
ら
ね
。
結
局
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
何
し
ろ
少
数
与
党
で
、
夛
数
野
党
で
し
た

か
ら
、庭
に
支
持
者
を
動
員
し
て
野
党
を
野
次
ら
し
た
り
し
た
も
の
だ
。

当
時
の
議
長
は
、
伊
志
嶺
玄
良
、
副
議
長
は
下
地
淳
一
だ
っ
た
。 

 

そ
の
う
ち
市
長
不
信
任
問
題
が
お
き
て
、市
長
は
議
会
を
解
散
し
た
。

そ
の
た
め
敏
之
市
長
支
持
派
と
し
て
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
て
、
定
員

三
〇
人
中
十
八
位
で
当
選
し
た
。
し
か
し
軍
政
府
の
同
意
の
も
と
、
民

政
府
知
事
に
よ
っ
て
市
長
は
罷
免
さ
れ
、
代
っ
て
公
選
二
代
め
市
長
に

は
石
原
雅
太
郎
が
当
選
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
議
会
で
は
野
党
に
ま
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
期
め
も
立
候
補
し
た
が
、
八
票
差
で
次
点
と
な

り
落
選
し
た
。
三
期
め
も
め
ざ
し
た
が
ま
た
も
落
選
だ
っ
た
。
一
期
め

の
選
挙
か
ら
妻
の
父
・
平
良
恵
章
や
砂
川
恵
清
、
砂
川
明
芳
ら
が
応
援

し
て
く
れ
た
。 

 

 

市
議
選
挙
当
選
者
決
定
す 
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た
た
か
い
ほ
こ
を
収
め
て
運
命
を
決
す
る
開
票
の
十
月
九
日

は
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
百
の
市
民
が
開
票
場
に
押
し
か
け

夫
々
支
持
す
る
候
補
の
当
落
如
何
と
緊
張
、
午
後
四
時
頃
か
ら
当

選
圏
内
の
十
数
名
が
浮
び
上
る
や
連
絡
員
は
各
候
補
に
飛
報
す

る
等
、
息
づ
ま
る
開
票
風
景
を
展
開
、
午
後
八
時
頃
よ
り
二
百
九

十
票
以
上
当
選
確
定
と
見
ら
れ
る
に
至
り
、
二
百
九
十
票
を
境
と

し
て
接
戦
の
後
、
遂
に
次
の
如
く
当
選
者
が
決
定
さ
れ
た
。
か
く

し
て
自
由
党
は
十
六
名
の
過
半
数
を
獲
得
し
た
が
、
そ
の
分
野
を

見
る
と
自
由
党
十
六
、
中
立
五
、
純
敏
之
派
九
と
な
っ
て
い
る
。

然
し
こ
の
分
野
は
こ
こ
四
、
五
日
中
に
変
動
す
る
と
見
ら
れ
る
。 

 

四
六
七 

新 

佐
藤 

富
夫 

 
自 

 

四
六
四 

〃 

内
間 

俊
栄 

 

中 

 

四
五
四 

〃 

仲
間 

弘
雅 

 

自 

 

四
五
二 

〃 

兼
村 

蒲
一 
 

敏 

 

四
四
七 

前 

仲
間 

勇
栄 

 

自 

 

四
三
二 

〃 

大
里 

豊
作 

 

〃 

 

四
二
四 

新 

盛
島 

明
秀 

 

敏 

 

四
〇
一 

前 

浜
川 

武
夫 

 

自 

 

三
九
〇 

〃 

糸
数
盛
之
助 

 

敏 

 

三
八
五 

〃 

砂
川 

玄
令 

 

〃 

 

三
七
五 

〃 

下
地 

淳
一 

 

自 

 

三
七
〇 

〃 

糸
満
金
三
郎 

 

〃 

 

三
六
三 

新 

下
地 

邦
利 

 

〃 

 

三
六
一 

前 

伊
志
嶺
玄
良 

 

〃 

 

三
五
八 

〃 

砂
川 

恵
勇 

 

敏 

 

三
四
〇 

〃 

下
地 

豊
吉 

 

中 

 

三
三
三 

新 

与
那
覇
和
彦 

 

〃 

 

三
三
〇 

〃 

伊
志
嶺
朝
茂 

 

敏 

 

三
二
九 

〃 

砂
川 

恵
盛 

 

〃 

 

三
二
三 

前 

前
川 

三
郎 

 

自 

 

三
一
七 

〃 

来
間 

忠
雄 

 

〃 

 

三
一
四 

新 

花
城 

恵
俊 

 

〃 

 

三
一
二 

〃 

池
村 

恒
雄 

 

中 

 

三
一
二 

前 

荷
川
取
浩
清 

 

敏 

 

三
〇
三 

〃 

熱
田 

真
津 

 

自 

 

三
〇
二 

〃 

平
良 

恵
昌 

 

敏 

 

二
九
八 

〃 

長
崎 

富
一 

 

自 

 

二
九
六 

〃 

内
間 

忠
吉 

 

〃 

 

二
九
三 

新 

真
喜
屋
恵
義 

 

〃 

 

二
八
七 

前 

立
津 

旨
源 

 

中 

次
点
…
二
八
〇
前 

与
那
城
保
一 

敏 

 

二
七
八 

狩
俣
金
五
郎 

 
二
七
七 

大
山 

キ
ク 

 
二
七
七 

奥
平 

良
雄 

 

二
七
一 
高
嶺 

博
昭 

 

二
五
九 
長
濱
長
二
郎 
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二
三
五 

川
上 

栄
一 

 

二
二
三 

川
上 

一
男 

 

二
〇
七 

保
良 

栄
信 

 
一
九
一 

下
地 

寛
徳 

 

一
七
九 

浜
川 

玄
一 

 

一
四
一 
仲
宗
根
玄
昌 

 
 
 
 
 
 

（『
宮
古
タ
イ
ム
ス
』
一
九
四
九
・
一
〇
・
一
〇
） 

  

政
党
と
し
て
は
民
主
党
の
次
に
は
、宮
古
青
年
党（
一
九
四
七
・
九
）、

宮
古
社
会
党
（
一
九
四
七
・
一
〇
）、
宮
古
自
由
党
（
一
九
四
九
・
十
一
）

な
ど
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
九
月
、
初
の
宮
古
群
島
知
事

選
挙
に
は
、
自
由
党
総
裁
の
西
原
雅
一
と
前
里
秀
栄
が
一
騎
打
ち
で
争

っ
た
が
、
私
は
前
里
候
補
の
推
せ
ん
人
の
一
人
と
し
て
応
援
し
た
。 

 

 

前
里
秀
栄
氏
届
出 

 

民
主
党
の
絶
対
的
支
持
を
う
け
て
前
里
秀
栄
氏
は
百
名
の
連

署
を
終
え
、
十
五
日
午
后
正
式
に
立
候
補
届
を
提
出
、
直
ち
に
選

挙
運
動
を
展
開
し
た
。
な
お
推
薦
せ
る
主
な
る
人
々
は
次
の
通
り

で
あ
る
。 

下
地
敏
之 

名
渡
山
愛
潤 

稲
村
賢
敷 

糸
数
盛
之
助 

砂
川

恵
達 

山
田
信
一 

新
城
恵
清 

高
嶺
博
昭 

盛
島
明
秀 

 

伊
志
嶺
朝
茂 

平
良
恵
昌 

立
津
旨
源 

砂
川
恵
勇 

上
地
玄

興 

与
儀 

栄 

下
地
恵
栄 

川
上
一
男 

葦
原 

久 

池
間
昌
祥 

砂
川
恵
盛 

内
間
俊
栄 

 

平
良
恵
章 

川
上
栄

一 

洲
鎌
弘
成 

 
 

（『
宮
古
タ
イ
ム
ス
』
一
九
五
〇
・
八
・
一
七
） 

  

選
挙
の
結
果
、西
原
候
補
が
当
選
し
、宮
古
群
島
政
府
が
発
足
し
た
。

同
年
末
ご
ろ
か
ら
落
選
し
た
前
里
候
補
と
応
援
し
た
民
主
党
や
社
会
党

系
の
人
び
と
が
新
党
づ
く
り
に
動
き
始
め
た
。
こ
う
し
て
翌
一
九
五
一

年
二
月
、
宮
古
革
新
党
が
結
成
さ
れ
た
。
下
地
敏
之
と
前
里
秀
栄
の
二

人
が
顧
問
に
な
り
、
委
員
長
に
は
亀
川
恵
信
医
師
が
な
っ
た
。
総
務
、

組
織
、
宣
伝
、
青
年
、
婦
人
と
五
つ
の
専
門
部
が
あ
っ
て
、
私
は
宣
伝

部
長
に
選
ば
れ
た
。
青
年
部
長
は
確
か
中
山
勇
吉
で
は
な
か
っ
た
か
。

役
員
は
た
く
さ
ん
居
た
が
、
下
地
徹
や
富
永
岩
雄
ら
も
役
員
に
な
っ
た

よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。 

 

一
九
五
二
年
四
月
、
公
選
の
奄
美
・
沖
縄
・
宮
古
・
八
重
山
の
四
群

島
政
府
は
廃
止
さ
れ
て
、
全
琉
球
を
一
つ
に
し
た
「
琉
球
政
府
」
が
創

設
さ
れ
た
。
行
政
主
席
は
米
軍
任
命
で
、
立
法
院
議
会
は
公
選
で
あ
っ

た
。
保
守
と
思
っ
て
い
た
自
由
党
は
沖
縄
社
会
大
衆
党
へ
、
革
新
の
は

ず
の
革
新
党
は
琉
球
民
主
党
へ
合
流
し
、
そ
れ
ぞ
れ
宮
古
連
合
支
部
と

な
っ
た
。
私
は
入
党
し
た
覚
え
も
な
い
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
社
大
党

員
に
さ
れ
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
か
、
西

里
通
り
の
あ
か
み
ね
会
館
で
開
か
れ
た
社
大
党
宮
古
連
合
支
部
の
大
会

で
、池
村
恒
雄
や
七
原
の
長
崎
さ
ん
ら
と
一
緒
に
顧
問
に
さ
れ
て
い
た
。

当
時
の
宮
古
で
は
革
新
政
党
と
い
え
ば
唯
一
社
大
党
だ
け
だ
っ
た
か
ら
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か
も
知
れ
な
い
ね
。 

  
六
、
三
た
び
平
良
市
職
員
と
し
て
… 

  

議
員
を
や
め
て
か
ら
は
、
キ
ュ
ウ
リ
の
漬
け
も
の
や
味
噌
を
つ
く
っ

て
販
売
し
た
。
養
蜂
も
や
っ
た
が
、
こ
れ
は
失
敗
だ
っ
た
。 

 
 

 

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
十
月
、
社
大
党
宮
古
連
合
支
部
は
間
近

に
迫
っ
た
平
良
市
長
選
挙
に
、
嵩
原
恵
典
医
師
の
擁
立
を
決
定
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
幾
つ
か
の
選
挙
で
敗
戦
つ
づ
き
の
社
大
党
支
部
は
、
今
回

は
何
と
し
て
も
民
主
党
に
勝
ち
た
い
と
の
思
い
が
全
支
部
に
み
な
ぎ
っ

て
い
た
よ
う
だ
。
連
合
支
部
ご
と
「
集
団
脱
党
」
し
て
、
二
代
め
行
政

主
席
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
与
党
づ
く
り
に
腐
心
し
て
い
た
当
間

重
剛
の
も
と
に
走
っ
た
。「
当
間
系
無
所
属
」
を
標
榜
し
、
十
一
月
の
平

良
市
長
選
挙
に
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

対
す
る
民
主
党
は
、
二
期
八
年
の
任
期
を
終
え
て
引
退
す
る
石
原
雅

太
郎
市
長
の
後
継
者
と
し
て
、
若
い
盛
島
明
秀
を
公
認
候
補
に
決
定
し

て
い
た
。
盛
島
の
本
業
は
薬
剤
師
だ
が
、
戦
前
に
宮
古
出
身
者
と
し
て

唯
一
県
会
議
長
か
ら
衆
院
議
員
を
二
期
も
つ
と
め
た
盛
島
明
長
医
師
の

甥
で
あ
り
、
戦
後
は
、
青
年
会
活
動
を
へ
て
平
良
市
議
二
期
八
年
の
任

期
を
終
え
る
と
あ
っ
て
の
擁
立
で
あ
っ
た
。 

  

私
は
嵩
原
候
補
か
ら
北
学
区
を
担
当
し
て
く
れ
と
直
接
指
示
さ
れ
て
、

北
学
区
全
域
に
嵩
原
支
持
の
働
き
か
け
を
し
た
。
幸
い
当
選
を
勝
ち
取

り
、
一
年
近
く
し
て
か
ら
市
役
所
に
入
っ
た
。
一
九
五
八
年
八
月
一
日

付
で
厚
生
課
長
と
し
て
役
所
入
り
し
た
が
、
中
野
誠
一
の
後
任
で
平
良

市
社
会
福
祉
協
議
会
長
も
兼
任
し
た
。翌
一
九
五
九
年
七
月
一
日
付
で
、

上
原
松
栄
の
後
を
受
け
て
平
良
港
港
務
所
長
に
移
っ
た
。
こ
こ
で
は
初

め
て
港
湾
条
例
を
制
定
し
て
、
汽
船
の
バ
ー
ス
へ
の
接
岸
が
出
来
る
よ

う
に
し
た
。
バ
ー
ス
が
い
っ
ぱ
い
の
と
き
は
信
号
機
を
挙
げ
て
沖
泊
り

を
指
示
す
る
な
ど
で
あ
る
。
社
協
の
方
は
ほ
ぼ
一
年
め
に
、
社
協
再
編

が
あ
っ
て
、会
長
は
市
長
兼
務
と
な
っ
た
た
め
に
常
務
理
事
に
な
っ
た
。 

 

嵩
原
市
長
は
任
期
中
に
病
死
し
た
た
め
、
後
任
に
は
富
永
寛
助
役
が

無
投
票
で
市
長
に
当
選
し
、
任
期
四
年
間
引
き
つ
づ
き
港
務
所
長
を
勤

め
た
。
富
永
市
長
が
任
期
四
年
ま
っ
と
う
し
て
退
任
し
た
あ
と
、
今
度

も
無
投
票
で
自
民
党
の
真
栄
城
徳
松
市
長
に
な
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
い
じ

め
ら
れ
た
。
知
っ
て
の
と
お
り
当
時
の
市
役
所
（
他
町
村
も
同
様
で
し

た
）
は
、
市
長
が
替
る
た
び
に
、
支
持
党
派
が
違
う
と
み
な
さ
れ
る
と
、

管
理
職
は
ほ
と
ん
ど
入
れ
替
り
、
と
き
に
は
一
般
職
員
で
も
退
職
せ
ざ

る
を
得
な
い
よ
う
な
、
労
働
法
は
あ
っ
て
無
き
が
如
き
状
況
で
し
た
か

ら
、
仕
方
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
毎
朝
の
よ
う
に
市
長
が
港
務

所
に
や
っ
て
き
て
、「
桟
橋
を
掃
除
し
ろ
」
と
下
知
す
る
の
だ
。
結
局
十

日
ほ
ど
は
勤
め
た
ろ
う
か
、
居
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
て
辞
表
を
出
し
退

職
し
た
。
一
九
六
三
年
の
九
月
か
十
月
ご
ろ
で
し
た
か
ら
、
市
役
所
に

は
戦
前
・
戦
後
を
と
お
し
て
通
算
三
回
勤
め
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
は

五
年
ほ
ど
勤
め
た
こ
と
に
な
る
。 
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あ
と
が
き
に
代
え
て 

  

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
四
月
発
足
し
た
「
琉
球
政
府
」
は
、
行

政
主
席
は
米
軍
任
命
で
あ
っ
た
が
、
議
決
機
関
の
立
法
院
は
公
選
で
あ

っ
た
。
大
方
定
例
会
の
つ
ど
、「
祖
国
復
帰
」
と
、
沖
縄
県
民
の
「
国
政

参
加
」
に
つ
い
て
要
請
決
議
を
し
て
い
た
。
一
九
七
二
年
「
沖
縄
返
還
」

の
見
通
し
が
つ
い
て
き
た
段
階
で
、
一
九
七
〇
年
一
足
先
に
「
国
政
参

加
」
選
挙
が
実
現
し
た
。 

 

一
九
六
八
年
十
一
月
、
最
初
で
最
後
の
「
主
席
公
選
」
で
、
屋
良
朝

苗
主
席
を
誕
生
さ
せ
た
革
新
共
闘
会
議
は
、
社
大
・
人
民
・
社
会
の
革

新
三
党
候
補
を
推
せ
ん
し
て
、
衆
議
院
の
定
数
五
議
席
の
過
半
数
獲
得

を
め
ざ
し
た
。
全
県
的
に
三
党
候
補
の
後
援
会
が
結
成
さ
れ
て
選
挙
戦

に
臨
ん
だ
。
沖
縄
人
民
党
公
認
の
瀬
長
亀
次
郎
候
補
の
後
援
会
（
会
長
・

浦
崎
康
華
、
の
ち
深
沢
栄
一
郎
）
の
、
宮
古
地
区
後
援
会
長
に
は
伊
志

嶺
朝
茂
が
選
任
さ
れ
た
。 

 

選
挙
の
結
果
、
西
銘
順
治
（
自
民
）、
瀬
長
亀
次
郎
（
人
民
）、
上
原

康
助
（
社
会
）、
国
場
幸
昌
（
自
民
）、
安
里
積
千
代
（
社
大
）
の
順
で

当
選
し
た
。
参
議
院
は
、
喜
屋
武
真
栄
（
革
新
統
一
）、
稲
嶺
一
郎
（
自

民
）
の
順
で
当
選
し
て
い
る
。
衆
・
参
と
も
に
革
新
共
闘
会
議
の
勝
利

と
い
え
よ
う
。 

 

伊
志
嶺
朝
茂
の
晩
年
は
瀬
長
亀
次
郎
後
援
会
長
と
し
て
、
各
種
選
挙

の
つ
ど
人
民
党
候
補
を
支
援
し
、
一
九
七
二
年
五
月
「
祖
国
復
帰
」
後
、

人
民
党
が
日
本
共
産
党
に
合
流
し
た
の
ち
は
共
産
党
候
補
の
当
選
の
た

め
に
、
日
常
的
に
生
涯
を
捧
げ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
一
九

七
九
年
六
月
五
日
朝
茂
死
後
は
、
タ
ケ
夫
人
が
そ
の
遺
志
を
つ
い
で
後

援
会
長
を
つ
と
め
て
い
る
。 

 

そ
れ
よ
り
先
、
一
九
六
七
年
十
一
月
、
戦
後
宮
古
の
最
大
の
火
事
と

い
わ
れ
た
、
下
里
公
設
市
場
が
隣
接
す
る
商
店
か
ら
の
出
火
で
類
焼
し

た
と
き
、
タ
ケ
夫
人
の
店
も
罹
災
し
て
い
る
。
全
・
半
焼
十
六
棟
、
八

四
世
帯
が
罹
災
し
て
お
り
、
朝
茂
は
罹
災
者
の
後
始
末
の
た
め
に
先
頭

に
立
っ
て
奮
闘
し
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
難
い
一
齣
で
あ
る
。 

 

伊
志
嶺
朝
茂
は
死
後
、
東
京
・
青
山
の
「
解
放
運
動 

無
名
戦
士
墓
」

に
合
葬
さ
れ
て
い
る
。
第
三
三
回
合
葬
追
悼
会
に
は
、
全
国
か
ら
五
三

二
人
（
う
ち
沖
縄
県
三
人
）
が
合
葬
さ
れ
、
一
二
〇
〇
人
参
列
し
て
催

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
ま
で
の
合
葬
者
は
一
万
六
一
五
人
で
あ
る
。「
無

名
戦
士
墓
」
は
、
戦
前
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
・
細
井
和
喜
蔵
の
著
書

『
女
工
哀
史
』
の
印
税
で
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
に
建
立
さ
れ
て
い

る
。
戦
後
「
解
放
運
動
」
の
四
文
字
が
加
え
ら
れ
て
、
日
本
国
民
救
援

会
の
管
理
に
移
さ
れ
、
一
九
四
八
年
三
月
十
八
日
、
第
一
回
解
放
運
動

犠
牲
者
合
葬
追
悼
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。以
来
毎
年
三
月
十
八
日
に「
労

働
、
農
民
運
動
や
平
和
運
動
な
ど
人
民
解
放
の
た
た
か
い
の
途
上
亡
く

な
っ
た
人
び
と
を
顕
彰
、
追
悼
」
し
て
の
合
葬
追
悼
会
で
あ
る
。 

 

三
月
十
八
日
は
「
人
類
の
歴
史
の
中
で
は
じ
め
て
労
働
者
階
級
に
よ

っ
て
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
『
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
』
の
記
念
日
に
あ

た
」
る
と
い
う
。 
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〈
沖
縄
県
〉（
三
名
） 

伊
志
嶺 

朝
茂 

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
）
六
月
五
日
病
死
・

享
年
七
二 

 
遺
族
〒
９
０
６
＝
平
良
市
字
西
里
四
〇
八 

妻
＝
伊
志
嶺
タ

ケ 

 

一
九
三
〇
年
（
昭
五
）
大
阪
金
属
労
働
組
合
で
労
働
運
動
に
参

加
、
住
友
製
鋼
争
議
の
応
援
を
す
る
。
同
年
日
本
共
産
党
に
入
党
。

〝
八
尾
〟
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
街
頭
レ
ポ
に
参
加
。
三
一
年
（
昭
六
）

治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
検
挙
、
懲
役
三
年
の
判
決
を
受
け
る
。

四
六
年
（
昭
二
一
）
沖
縄
県
平
良
町
で
町
内
の
労
働
者
、
大
工
、

日
雇
夫
の
労
働
組
合
を
結
成
し
委
員
長
に
就
任
。
同
年
、
「
宮
古

大
衆
新
報
」
を
発
刊
、
四
九
年
（
昭
二
四
）
平
良
市
議
会
議
員
に

当
選
。
七
〇
年
（
昭
四
五
）
か
ら
宮
古
地
区
瀬
長
亀
次
郎
後
援
会

長
を
つ
と
め
奮
闘
し
た
。 

 

推
せ
ん
＝
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
・
同
沖
縄
県
委
員
会
・
同

宮
古
郡
委
員
会 

（
日
本
国
民
救
援
会
『
第
三
三
回
解
放
運
動
犠
牲
者
合
葬
追
悼
会 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

『
解
放
の
い
し
ず
え
』
一
九
八
〇
・
三
・
一
八
） 

  

こ
の
「
聞
き
書
き
」
は
、
一
九
六
八
年
～
七
〇
年
、
米
軍
全
面
占
領

下
、
壮
大
な
祖
国
復
帰
運
動
の
過
程
で
た
た
か
わ
れ
た
、「
三
大
選
挙
」

―
行
政
主
席
・
立
法
院
・
那
覇
市
長
―
と
、
戦
後
初
の
「
国
政
参
加
」

選
挙
の
な
か
で
事
務
所
詰
め
し
た
と
き
の
聞
き
取
り
で
あ
る
。
ひ
と
息

入
れ
た
茶
の
み
話
の
よ
う
に
快
く
語
っ
て
く
れ
た
故
人
の
在
世
中
に
公

表
し
得
な
か
っ
た
無
念
の
思
い
は
、
生
涯
消
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
。 

 

〈
付
記
１
〉 

 

「
瀬
長
が
ん
ば
れ
」
と
刑
務
所
を
め
ぐ
っ
て
メ
ー
デ
ー
歌 

 
 
 

伊
志
嶺 

朝
茂 

 

人
民
党
が
弾
圧
さ
れ
、
瀬
長
さ
ん
が
宮
古
の
刑
務
所
に
送
ら
れ
て
き

た
と
き
の
こ
と
で
す
。 

 

瀬
長
さ
ん
が
み
ど
り
丸
で
送
ら
れ
て
く
る
と
い
う
の
で
、
私
も
平
良

の
桟
橋
に
行
っ
て
見
ま
し
た
。
私
が
行
っ
た
の
は
午
前
八
時
ご
ろ
で
し

た
が
、
も
う
そ
の
頃
に
は
瀬
長
さ
ん
を
見
よ
う
と
い
う
大
衆
が
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
い
て
、
桟
橋
の
両
側
を
埋
め
て
い
ま
し
た
。 

 

み
ど
り
丸
か
ら
降
り
て
き
た
瀬
長
さ
ん
は
、
ジ
ー
プ
に
乗
せ
ら
れ
、

手
錠
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
と
き
、
胸
の
底
か
ら
ム

カ
ム
カ
ッ
と
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て
き
て
、
私
は
ジ
ー
プ
が
や
っ
て
来
る

桟
橋
の
中
央
に
立
ち
、
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
ジ
ー
プ
を
止
め
よ
う
と
し
ま

し
た
。
私
が
立
っ
て
い
る
の
を
見
て
瀬
長
さ
ん
は
顔
を
あ
げ
て
私
を
見

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
対
面
し
、
目
と
目
を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
私
は
い
ち
お
う
ジ
ー
プ
に
道
を
あ
け
ま
し
た
。 

 

さ
っ
そ
く
そ
の
日
の
う
ち
に
宮
古
刑
務
所
に
面
会
に
行
っ
た
ら
、「
肉

親
で
な
け
れ
ば
面
会
さ
せ
な
い
」
と
い
う
の
で
す
。
私
は
こ
の
よ
う
な

仕
う
ち
に
ふ
ん
が
い
し
て
、「
よ
し
、
そ
れ
な
ら
」
と
い
う
の
で
、
瀬
長
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さ
ん
を
激
励
す
る
方
法
を
考
え
ま
し
た
。 

 

そ
の
晩
か
ら
、
私
は
妻
と
二
人
で
、
刑
務
所
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
り
な

が
ら
、「
聞
け
万
国
の
労
働
者
」
と
メ
ー
デ
ー
歌
を
大
き
な
声
で
歌
い
、

と
き
ど
き
「
瀬
長
、
が
ん
ば
れ
」
と
叫
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ

の
よ
う
な
刑
務
所
め
ぐ
り
を
三
晩
か
四
晩
つ
づ
け
、
瀬
長
さ
ん
を
な
ん

と
か
激
励
し
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
つ
づ
け
る
と
米
軍
や
刑

務
所
側
に
弾
圧
の
口
実
を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
、
そ
の
後
は

や
め
ま
し
た
が
。 

 

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
ち
に
、
瀬
長
さ
ん
の
奥
さ
ん
た
ち
が
、
瀬
名

波
栄
君
ら
と
い
っ
し
ょ
に
面
会
に
見
え
た
と
き
は
、
い
っ
し
ょ
に
面
会

に
行
き
ま
し
た
。 

 

あ
と
で
聞
い
た
ら
瀬
長
さ
ん
も
「
君
の
声
は
聞
こ
え
て
い
た
よ
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
あ
と
、
宮
古
刑
務
所
の
悪
い
施
設
の
な
か
で
瀬
長
さ
ん
は
胃
腸

を
悪
く
し
、診
察
し
た
福
嶺
紀
仁
医
師
が
、「
こ
の
人
は
国
際
的
な
人
だ
。

万
一
、
こ
ん
な
貧
弱
な
刑
務
所
に
い
て
病
気
を
悪
く
し
て
も
し
も
の
こ

と
が
あ
っ
た
ら
た
い
へ
ん
だ
。
私
で
は
手
に
負
え
な
い
。
も
っ
と
施
設

の
よ
い
病
院
で
治
療
す
べ
き
だ
」と
く
わ
し
い
診
断
書
を
書
い
た
の
で
、

瀬
長
さ
ん
は
沖
縄
本
島
に
送
り
返
さ
れ
て
手
術
す
る
こ
と
に
な
り
、
長

浜
医
師
の
手
術
と
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

宮
古
か
ら
沖
縄
本
島
に
送
り
返
さ
れ
た
と
き
、
米
軍
と
刑
務
所
側
は

い
つ
行
っ
た
の
か
誰
に
も
知
ら
せ
ず
、
こ
っ
そ
り
と
船
に
の
せ
、
厳
重

な
警
戒
の
も
と
で
送
り
私
た
ち
も
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

い
ま
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、米
軍
の
や
り
方
は
ま
っ
た
く
ひ
ど
い
、

許
せ
な
い
卑
劣
な
弾
圧
だ
っ
た
、
そ
の
中
を
不
屈
に
た
た
か
っ
た
瀬
長

さ
ん
、
人
民
党
は
よ
く
ば
ん
ば
り
ぬ
い
た
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
宮
古

セ
ナ
ガ
亀
次
郎
後
援
会
会
長
） 

（『
人
民
』
五
四
九
号
、
一
九
七
二
・
九
・
九
） 

 

〈
付
記
２
〉「
セ
ナ
ガ
」
さ
ん
と
「
チ
ョ
ウ
モ
」
さ
ん 

 

「
カ
メ
さ
ん
」
の
愛
称
で
広
く
県
民
に
親
し
ま
れ
、
米
軍
の
様
々
な

弾
圧
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
沖
縄
の
戦
後
史
を
切
り
拓
い
て
き
た
瀬
長

亀
次
郎
氏
が
十
月
五
日
午
後
十
時
二
十
五
分
、
老
衰
の
た
め
入
院
先
の

豊
見
城
村
の
病
院
で
死
去
さ
れ
た
。
九
十
四
歳
で
あ
る
。
セ
ナ
ガ
さ
ん

の
死
の
報
道
を
テ
レ
ビ
の
画
面
で
見
つ
つ
、
ふ
と
脳
裏
を
か
す
め
た
の

は
故
伊
志
嶺
朝
茂
（
イ
シ
ミ
ネ
チ
ョ
ウ
モ
）
さ
ん
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

セ
ナ
ガ
さ
ん
は
豊
見
城
村
の
生
ま
れ
だ
が
、
宮
古
に
も
い
ろ
い
ろ
と

縁
が
深
い
と
書
く
と
、
政
治
家
な
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ

そ
う
で
あ
る
。確
か
に
政
治
家
と
し
て
宮
古
へ
は
再
三
訪
れ
て
い
る
が
、

い
わ
ゆ
る
政
治
家
の
遊
説
や
視
察
と
は
異
な
る
関
わ
り
に
つ
い
て
直
接

見
聞
し
た
二
、
三
を
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
宮
古
の
戦
後
史
に
も
関
わ
っ

て
い
る
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
奄
美
諸
島
が
い
ち
早
く
本
土
復
帰
し
た
こ
と
で
、一
九
五
四
年
十
月
、

米
軍
か
ら
「
退
島
命
令
」
の
出
た
奄
美
出
身
者
を
か
く
ま
っ
た
容
疑
の

デ
ッ
チ
あ
げ
で
逮
捕
さ
れ
た
。
当
時
セ
ナ
ガ
さ
ん
は
公
選
さ
れ
た
立
法

院
議
員
で
あ
り
、
沖
縄
人
民
党
書
記
長
で
あ
っ
た
。
当
時
の
「
沖
縄
タ
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イ
ム
ス
」は
、二
十
六
人
の
人
民
党
員
が
逮
捕
さ
れ
た
と
報
じ
て
い
る
。

そ
の
後
、
逮
捕
者
は
四
十
余
人
に
も
の
ぼ
っ
た
。
同
じ
く
立
法
院
議
員

の
大
湾
喜
三
郎
、
ほ
ん
の
十
日
前
に
豊
見
城
村
長
に
当
選
し
た
ば
か
り

の
又
吉
一
郎
ら
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
県
民
の
土
地
を
「
拳
銃
と
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
」
で
強
奪
し
て
、
米
軍
基
地
の
拡
大
・
強
化
を
企
図
す
る
米

軍
政
批
判
の
先
頭
に
立
つ
沖
縄
人
民
党
―
祖
国
復
帰
民
主
勢
力
に
対
す

る
弾
圧
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
に
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
県
内
に

こ
の
種
、
弾
圧
事
件
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
民
主
的
な
弁
護
士
は
い
な

い
。
米
国
民
政
府
裁
判
は
弁
護
士
な
し
で
開
廷
さ
れ
、
一
方
的
に
セ
ナ

ガ
懲
役
二
年
、
又
吉
同
一
年
の
判
決
で
あ
っ
た
。 

 

翌
一
九
五
五
年
一
月
、
腹
痛
を
訴
え
る
セ
ナ
ガ
さ
ん
は
、
理
由
も
示

さ
れ
な
い
ま
ま
宮
古
刑
務
所
に
移
監
さ
れ
た
。
宮
古
刑
務
所
で
は
福
嶺

紀
仁
医
師
が
往
診
、
福
嶺
医
師
が
東
京
出
張
等
で
不
在
の
さ
い
は
中
村

（
圭
介
）
医
師
が
往
診
し
た
と
い
う
。
服
役
中
の
セ
ナ
ガ
さ
ん
は
腹
痛

と
吐
気
に
お
そ
わ
れ
、
背
骨
か
ら
肩
甲
骨
ま
で
鈍
痛
が
す
る
。
福
嶺
医

師
の
診
断
は
、
病
名
は
「
十
二
指
腸
潰
瘍
、
胃
下
垂
症
」、
摘
要
は
「
安

静
加
療
中
な
る
も
症
状
長
期
に
亘
り
一
進
一
退
、
根
治
困
難
に
し
て
症

状
更
に
遷
延
の
虞
れ
あ
り
、
患
者
は
特
に
外
科
的
根
治
療
法
を
希
望
し

て
居
り
、
依
っ
て
合
理
的
外
科
治
療
の
比
較
的
適
応
症
を
認
む 

一
九

五
五
年
六
月
六
日 

宮
古
刑
務
所
嘱
託
医 

福
嶺
」（『
瀬
長
亀
次
郎
回

想
録
』）
と
あ
る
。 

 

こ
の
診
断
の
結
果
、
セ
ナ
ガ
さ
ん
は
そ
れ
で
も
一
月
近
く
へ
た
七
月

一
日
、
来
た
と
き
と
同
様
海
路
那
覇
へ
護
送
さ
れ
て
沖
縄
刑
務
所
に
入

監
し
た
あ
と
、
八
月
十
一
日
コ
ザ
開
放
病
院
で
長
浜
真
徳
医
師
の
執
刀

で
開
腹
手
術
、命
び
ろ
い
し
た
の
で
あ
る
。こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
様
々

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
と
も
な
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

腹
痛
に
苦
し
む
セ
ナ
ガ
さ
ん
が
理
由
も
告
げ
ら
れ
ず
宮
古
へ
護
送
さ

れ
、
平
良
港
へ
お
り
た
っ
た
と
き
の
状
況
に
つ
い
て
、
セ
ナ
ガ
さ
ん
は

「
極
秘
の
護
送
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
平
良
港
に
着
く
と
桟
橋
は
新
聞
記

者
や
地
元
の
人
び
と
が
む
ら
が
っ
て
い
る
。
歓
迎
集
会
み
た
い
だ
。
桟

橋
を
降
り
る
と
き
、
カ
サ
を
と
っ
て
す
て
る
と
、
看
守
が
怒
っ
た
が
『
私

は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
だ
』
と
胸
を
張
っ
て
歩
い
た
ら
波
止
場

の
人
た
ち
は
口
笛
を
吹
い
て
こ
た
え
た
」（
前
掲
書
）
と
記
し
て
い
る
。 

 

当
時
は
那
覇
～
宮
古
間
の
航
空
路
は
ま
だ
開
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、
船

が
唯
一
の
交
通
機
関
で
あ
っ
た
。
船
舶
の
出
入
港
ご
と
に
平
良
港
は
五

色
の
テ
ー
プ
が
飛
び
か
い
、現
在
の
宮
古
空
港
以
上
に
賑
わ
っ
て
い
た
。

極
秘
の
護
送
な
ら
ば
、
世
間
は
セ
ナ
ガ
護
送
を
知
る
は
ず
も
な
く
、
那

覇
か
ら
の
客
船
（
若
葉
丸
）
出
迎
え
の
人
び
と
が
、
下
船
す
る
セ
ナ
ガ

さ
ん
の
姿
を
み
て
、
期
せ
ず
し
て
「
歓
迎
集
会
」
の
よ
う
な
光
景
が
つ

く
り
だ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

十
数
年
後
の
記
述
な
の
で
あ
る
い
は
多
少
の
記
憶
違
い
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、伊
志
嶺
朝
茂
さ
ん
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

―
瀬
長
さ
ん
が
（
船
で
）
送
ら
れ
て
く
る
と
い
う
の
で
、
私
も
平
良
の

桟
橋
に
行
っ
て
見
ま
し
た
。
午
前
八
時
ご
ろ
で
し
た
が
、
も
う
そ
の
頃

に
は
瀬
長
さ
ん
を
見
よ
う
と
い
う
大
衆
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
て
、

桟
橋
の
両
側
を
埋
め
て
い
ま
し
た
。（
船
か
ら
）
降
り
て
き
た
瀬
長
さ
ん
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は
、
ジ
ー
プ
に
乗
せ
ら
れ
、
手
錠
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
胸
の
底

か
ら
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て
き
て
、
私
は
ジ
ー
プ
が
や
っ
て
来
る
桟
橋
の

中
央
に
立
ち
、
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
ジ
ー
プ
を
止
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。

私
が
立
っ
て
い
る
の
を
見
て
瀬
長
さ
ん
は
顔
を
あ
げ
て
私
を
見
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
対
面
し
、目
と
目
を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

い
ち
お
う
ジ
ー
プ
に
道
を
あ
け
ま
し
た
―
（「
人
民
」
五
四
九
号
＝
一
九

七
二
・
九
・
九
）。 

 

チ
ョ
ウ
モ
さ
ん
は
一
九
三
〇
年
代
の
初
め
ご
ろ
、
大
阪
で
労
働
運
動

に
従
事
し
て
い
た
と
き
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
堺
刑
務

所
か
ら
沖
縄
刑
務
所
へ
移
監
さ
れ
た
と
き
、
同
じ
く
神
奈
川
県
で
労
働

運
動
に
従
事
、
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
横
浜
刑
務
所
か

ら
沖
縄
刑
務
所
へ
移
監
さ
れ
た
セ
ナ
ガ
さ
ん
と
獄
中
で
知
り
合
っ
た
間

柄
で
あ
る
。 

 

セ
ナ
ガ
さ
ん
が
宮
古
刑
務
所
に
移
監
さ
れ
た
夜
か
ら
三
～
四
晩
、
チ

ョ
ウ
モ
さ
ん
は
奥
さ
ん
と
宮
古
刑
務
所
の
ま
わ
り
を
歩
き
な
が
ら
、
メ

ー
デ
ー
歌
「
聞
け
万
国
の
労
働
者
」
を
大
声
で
う
た
い
、「
瀬
長
、
が
ん

ば
れ
！
」
と
励
ま
し
た
（
前
掲
「
人
民
」）。
三
～
四
日
で
止
め
た
の
は
、

米
軍
や
刑
務
所
側
に
新
た
な
弾
圧
の
口
実
を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
と

考
え
た
か
ら
だ
と
い
う
。 

 

復
帰
協
を
中
心
と
す
る
県
民
の
壮
大
な
祖
国
復
帰
運
動
は
一
九
七
〇

年
、
復
帰
を
待
た
ず
戦
後
初
の
国
政
参
加
選
挙
を
勝
ち
と
っ
た
。
セ
ナ

ガ
さ
ん
は
沖
縄
人
民
党
公
認
で
衆
院
選
に
出
馬
、宮
古
遊
説
に
訪
れ
た
。

伊
良
部
へ
渡
る
船
待
ち
の
ひ
と
と
き
、
桟
橋
で
偶
然
福
嶺
医
師
に
再
会

し
た
。
福
嶺
医
師
「
や
あ
、
瀬
長
君
、
久
し
ぶ
り
だ
な
、
元
気
に
頑
張

っ
て
い
る
よ
う
だ
ね
」、
瀬
長
「
先
輩
に
は
二
中
時
代
柔
道
部
で
よ
く
投

げ
ら
れ
た
が
、
宮
古
刑
務
所
で
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で

命
び
ろ
い
し
て
、元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。先
輩
は
命
の
恩
人
で
す
」

と
、
歓
談
し
て
い
た
。
県
立
二
中
在
学
中
、
福
嶺
医
師
は
一
期
先
輩
で

あ
っ
た
。
政
治
的
に
は
つ
ね
に
保
守
陣
営
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
親

し
い
友
人
同
士
の
語
ら
い
の
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。 

 

な
お
宮
古
地
区
瀬
長
亀
次
郎
後
援
会
長
と
し
て
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
チ
ョ
ウ
モ
さ
ん
は
、
そ
れ
か
ら
九
年
後
の
一
九
七
九
年
六
月
五
日
病

没
、
東
京
・
青
山
の
「
解
放
運
動 

無
名
戦
士
墓
」
に
合
葬
さ
れ
て
い

る
。（
仲
宗
根
將
二
） 

（『
宮
古
郷
土
史
研
究
会
報
』
一
二
七
号
、
二
〇
〇
一
・
一
一
・
一
五
） 
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